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「ゴエさん、テレビ見たわぁ。頑張ってぇ」。撮影時
にも、浪速のおばちゃんに握手を求められていた。
芝居的・コント的ユニット“ザ・プラン9”の一員。
知的なアナウンサー調の語りの中に甘口辛口の身辺ネ
タを絶妙に盛り込んだ“しっくりこないニュース”で
ソロでも人気を博し、今年3月には一人話芸No.1の座を
争う“R－1ぐらんぷり2003”で見事優勝。競争熾烈な
お笑い界の階段を駆け上っている。
高校時代までは、優等生のレールに乗った生活を送
っていたが、立命館の学内劇団に入り、舞台の魅力に
とりつかれた。自由奔放な友人を見て「行き先、自分
で決めていいんだ」と初めて思った。そして深夜の下
宿で、溢れるほど流れる関西のお笑い番組に見入った。
単位は３回生までに取り終えていた。「予定通りの堅
い人生か？ それとも…」。4回生の年、吉本総合芸能学
院に入学。「やらずに終わるより、やって終わろう」。
３年半にわたる1度目の芸人生活に心置きなくピリオ
ドを打ち、住友不動産販売で猛然と働いていたとき、
リーダーのお～い！久馬氏から何度も強く誘われた。
それほど必要とされるなら嬉しいと、芸の世界に舞い
戻り、今がある。
「お客さんからの評価が即座に下るお笑いは、怖い。
修羅場です。でもやっぱり好きなんですね。何十万、
何百万の人たちを笑わせたい。プロとして」。
“うめだ花月”に主に出演し、テレビ・ラジオにも
進出中。黒ぶち眼鏡がトレードマークだが、極ごく稀
には赤やオレンジも使う？らしい。カラー眼鏡のゴエ
さんに出会えたら、大幸運の印かも。さあ、笑おう！
http://www.cam.hi-ho.ne.jp/asagoe/

（写真・小幡豊　文・寺田直子）
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笑わせる!  次は、あなただ。

表紙の人
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こ
の
た
び
、
若
い
校
友
と
現
役
学
生
が
、

慣
れ
親
し
ん
だ
「
歴
史
回
廊
」
を
改
め
て
歩
き
ま
し
た
。

さ
て
、
ど
ん
な
発
見
や
触
れ
合
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

京
都
市
の
北
西
部
に
は
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
を
取
り
巻
く
よ
う
に

世
界
文
化
遺
産
・
国
宝
・
重
要
文
化
財
な
ど
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
と
立
命
館
大
学
は
手
を
と
り
あ
っ
て
、

歴
史
的
・
文
化
的
に
豊
か
な
こ
の
エ
リ
ア
を

「
地
域
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
発
想
か
ら

「
歴
史
回
廊
」
と
呼
び
、
魅
力
発
信
の
新
た
な
可
能
性
を
探
っ
て
い
ま
す
。

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
界
隈

ち
い
さ
な
旅

【
特
集
1

】

大本山 妙心寺・
妙心寺 大心院
／京料理 萬長
もてなしの心で
満たされた夏のひと日

株式会社川人象嵌　
川人ハンズ
精緻な金工の
極みに触れる

北野天満宮
300年前の音色
との邂逅
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大
心
院
で
書
道
を

妙
心
寺
は
日
本
最
大
の
禅
寺
と
し
て
知

ら
れ
る
。
広
い
境
内
の
中
心
に
大
伽
藍
が

並
び
、
そ
の
周
り
を
四
六
も
の
塔
頭
寺
院

が
取
り
囲
む
。

塔
頭
の
大
心
院
。
濃

い
緑
と
枯
山
水
の
「
阿

吽
庭
」
の
白
砂
に
、
さ

る
す
べ
り
の
紅
が
映
え

て
い
る
。
数
年
来
、
こ

こ
大
心
院
で
立
命
館
大

学
書
道
部
が
展
覧
会
を

行
っ
て
い
る
。
妙
心
寺

法
務
部
長
も
お
務
め
の

津
田
清
章
住
職
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
今
回
、

幹
事
長
の
　
　
大
輔
さ
ん
が
、
本
堂
で
の

作
品
づ
く
り
を
お
許
し
い
た
だ
け
た
。

き
り
り
と
引
き
締
ま
っ
た
玄
関
の
空

気
。「
玄
関
に
は
本
来
、
玄
妙
な
道
（
奥

深
い
道
理
の
道
）
へ
入
ろ
う
と
す
る
自
分

の
心
が
定
ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
関

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
」
と
の
津
田
住

職
の
お
話
し
に
頷
き
な
が
ら
本
堂
へ
向
か

う
。
そ
こ
に
は
香
が
焚
か
れ
て
あ
っ
た
。

「
沈
香
で
す
。
気
持
ち
を
静
め
て
か
ら
筆

を
と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
。
明
か
り

を
点
す
の
も
、
花
を
飾
る
の
も
、
香
を
焚

く
の
も
、
も
て
な
し
で
す
。
皆
さ
ん
が
生

き
る
上
で
、
美
し
く
咲
け
る
よ
う
に
。
か

ぐ
わ
し
い
香
を
放
て
る
よ
う
に
願
い
な
が

ら
」。

さ
ん
の
墨
も
品
良
く
香
る
。

「
こ
れ
も
、
良
い
字
が
書
け
る
よ
う
に
と

の
計
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
宮
■

さ
ん
。
い
よ
い
よ
紙
に
向
か
う
。

シ
ュ
ッ
、
シ
ュ
ッ
と
筆
の
走
る
音
が
聞

こ
え
出
す
と
、
蝉
時
雨
が
急
に
遠
ざ
か
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
次
々
と
現
れ
る
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
筆
致
で
書
か
れ
た
「
養
心
」

の
二
文
字
。「
や
は
り
、
お
寺
は
い
い
で

す
ね
。
心
の
落
ち
着
き
と
緊
張
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
満
足
で
き

る
仕
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
」。「
な
か
な

か
立
派
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、
ま
す
ま
す

文
学
部
三
回
生

大
輔
さ
ん
が
訪
ね
る

大
本
山

妙
心
寺
・
妙
心
寺

大
心
院
／
京
料
理

萬
長

Daisuke Miyazaki
大輔さん（文3）

中国文学専攻。中学時代から書道
を続ける。毎日欠かさず筆をとる
立命館大学書道部幹事長。
（写真：妙心寺法堂の偉容を背に）

書院（宿坊）と阿吽庭

静寂の中で筆を運ぶ

「養心」。古代中国で青銅器
に刻まれた金文の書体。

津田住職とともに



の
ご
精
進
を
祈
り
ま
す
」。
今
後
の
展
覧

会
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
ご
住
職

に
挨
拶
し
て
大
心
院
を
後
に
し
た
　
　
さ

ん
は
、
妙
心
寺
法
堂
へ
歩
み
を
進
め
た
。

妙
心
寺
拝
観

法
堂
（
一
六
五
六
・
明
暦
二
年
建
立
、

重
文
）
天
井
の
「
雲
龍
図
」
は
見
逃
せ
な

い
。
仏
法
を
守
る
と
い
う
霊
獣
の
龍
。
狩

野
探
幽
が
八
年
を
か
け
て
描
い
た
傑
作
で

あ
る
。
見
上
げ
つ
つ
、
堂
内
を
ぐ
る
り
と

巡
る
。「
ど
こ
か
ら
見
て
も
、
龍
に
見
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
ど
こ
に
い
て
も
、

龍
の
ご
加
護
あ
れ
」。
続
い
て
拝
観
案
内

に
従
う
と
、
堂
内
に
安
置
さ
れ
た
日
本
最

古
の
梵
鐘
「
黄
鐘
調
の
鐘
」（
六
九
八
・

文
武
天
皇
二
年
鋳
造
、
国
宝
）
お
よ
び
、

少
し
離
れ
て
建
つ
「
明
智
風
呂
」（
明
智

光
秀
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
一
五
八
七
・

天
正
一
五
年
創
建
、
重
文
）
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

萬
長
で
舌
鼓

あ
っ
と
い
う
間
に
お
昼
で
あ
る
。
妙
心

寺
の
北
門
を
出
て
、
斜
向
か
い
の
京
料
理

店
「
萬
長
」
の
暖
簾
を
く
ぐ
る
。
目
当
て

は
名
物
の
「
つ
れ
づ
れ
弁
当
」。
三
代
目

の
ご
主
人
、
石
谷
彰
男
氏
（
'80
経
営
）
に

よ
れ
ば
、
そ
の
昔
、
御
室
双
ケ
丘
の
麓
に

庵
を
結
ん
だ
吉
田
兼
好
の
『
徒
然
草
』
に

ち
な
ん
で
の
命
名
だ
そ
う
だ
。
塗
り
の
手

桶
に
ミ
ニ
会
席
風
の
旬
の
料
理
が
美
し
く

盛
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
僕
は
普
段
は
味

わ
え
な
い
京
料
理
で

す
が
、
つ
ま
り
は
ど

ん
な
料
理
で
す
か
」。

北
海
道
出
身
の
宮
■

さ
ん
の
素
朴
な
疑
問

に
、
石
谷
氏
が
丁
寧

に
答
え
て
く
れ
た
。

「
御
所
の
宮
廷
料
理
や

お
茶
事
の
懐
石
料
理
が
大
も
と
で
す
。
そ

れ
に
、
酒
宴
で
出
さ
れ
る
会
席
料
理
の
決

ま
り
ご
と
が
加
わ
っ
て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
合
う
よ
う
に
形
を
変
え
な
が
ら
現
代
の

京
料
理
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
す
。
京
都

で
は
歴
史
的
に
、
も
て
な
す
、
も
て
な
さ

れ
る
機
会
が
多
く
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

洗
練
さ
れ
て
、
饗
応
の
レ
ベ
ル
が
高
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
主
客
双
方

が
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
、
京
都
の

文
化
の
根
底
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
」。

文
化
論
や
、
地
元
を
愛
す
る
心
に
ま
で
及

ぶ
石
谷
氏
の
話
を
楽
し
げ
に
聞
い
て
い
た

宮
■
さ
ん
だ
が
、
や
は
り
嬉
し
い
の
は
料

理
。
お
腹
も
舌
も
目
も
、
十
分
に
満
足
し

た
よ
う
だ
。

「
大
学
の
す
ぐ
近
く
、
そ
れ
も
半
日
で
、

こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
楽
し
め
る
と
は
」。

宮
■
さ
ん
に
と
っ
て
豊
か
な
夏
の
ひ
と
日

に
な
っ
た
。

もてなしの心で満たされた
夏のひと日 衣笠キャンパス界隈

ちいさな旅

妙心寺�

秦映画村�

川人ハ
萬長�

雙ヶ岡�

ＪＲ

京福北野線�

花　園�

法堂天井の「雲龍図」

「いただきます」

つれづれ弁当

ご主人の石谷氏（'80経営）

DATA
■大本山 妙心寺
臨済宗妙心寺派本山。1337
（建武4）年、花園法皇が離
宮を禅刹とし、無相大師を
開山に迎えたのが始まり。
右京区花園妙心寺町1
Tel. 075-461-5226
http://www.myoshin.com/

■妙心寺 大心院
1479（文明11）年、細川政
元が建立、天正年間に妙心
寺に移建・中興される。通
年公開の塔頭で、書院は宿
坊として一般に開放されて
いる。
右京区花園妙心寺町57
Tel. 075-461-5714

■京料理 萬長
仕出し店として始まり、地
元の人や近隣寺院に長く愛
されている。手頃な値段で
気軽に楽しめる京料理が観
光客にも好評（17時以降要
予約）。店主の石谷彰男氏
('80経営)は、「きぬかけの路
連絡協議会」等のまちおこ
し活動でも活躍。
右京区谷口園町24
Tel. 075-461-3961
http://www.mantyo.com/

「りつめい読者の会」
11月28日（日）

妙心寺山内と「萬長」をめぐ
る小さな旅を、ぜひご一緒に。
通常非公開の寺院も拝観しま
す。詳しくは18ページを。
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【
特
集
1

】
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雅
楽
器
”篳
篥（
ひ
ち
り
き
）“
制
作
者

今
井
博
規
さ
ん（
'01
文
）が
訪
ね
る

北
野
天
満
宮

土
用
干
し
さ
れ
て
い
る
「
大
福
梅
」
の

ほ
の
か
な
香
を
味
わ
い
な
が
ら
参
道
を
進

む
。
今
井
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
一
昨
年
三

月
に
「
大
萬
燈
祭
」
で
雅
楽
演
奏
奉
仕
を

し
て
以
来
の
参
詣
と
な
っ
た
。

桃
山
建
築
を
代
表
す
る
社
殿
（
一
六
〇

七
・
慶
長
一
二
年
造
営
、
国
宝
）
な
ど
、

境
内
を
一
巡
り
し
て
か
ら
、
宝
物
殿
へ
。

三
〇
〇
年
前
に
奉
納
さ
れ
た
篳
篥
と
対
面

す
る
の
だ
。
ほ
ぼ
同
年
代
の
他
の
雅
楽
器

と
共
に
、
そ
れ
は
あ
っ
た
。

煤
竹
（
民
家
の
天
井
材
な
ど
に
使
わ
れ
、

煤
が
染
み
込
ん
だ
女
竹
）
で
で
き
た
篳
篥

の
管
は
赤
墨
色
に
沈
み
、
歳
月
を
感
じ
さ

せ
る
。
黒
檀
に
螺
鈿
や
貴
石
の
細
工
が
施

さ
れ
た
函
（
い
え
・
入
れ
物
）
は
雅
や
か

だ
。
木
箱
に
は
「
天
保
三
（
一
七
〇
八
）

壬
辰
歳
七
月
七
日
納
」
と
あ
る
の
で
、
作

ら
れ
た
の
は
そ
れ
以
前
と
い
う
わ
け
だ
。

「
ど
う
ぞ
お
手
に
。
現
代
の
篳
篥
と
比

べ
て
、
い
か

が
で
す
か
」

と
、
禰
宜
の

庄
村
正
男

氏
。
そ
っ
と

手
に
と
っ
た

今
井
さ
ん
は

「
上
品
で
す

ね
。
今
の
も

の
よ
り
や
や

細
身
で
す
。
肌
が
な
め
ら
か
で
、
指
か
ら

離
れ
な
く
な
り
そ
う
で
す
」
と
、
嬉
し
さ

を
隠
せ
な
い
。
古
の
名
器
を
各
方
向
か
ら

注
視
、
手
触
り
を
脳
裏
に
刻
ん
で
ゆ
く
。

そ
の
時
、
庄
村
禰
宜
か
ら
思
い
が
け
な

い
言
葉
が
。「
こ
れ
は
奉
納
さ
れ
て
か
ら
、

恐
ら
く
一
度
も
吹
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
う
で
す
か
、
吹
い
て
み
ま
せ
ん

か
」。
驚
く
今
井
さ
ん
だ
っ
た
が
、
今
で

も
鳴
る
か
ど
う
か
ぜ
ひ
知
り
た
い
と
の
庄

村
禰
宜
の
温
か
い
勧
め
に
意
を
決
し
、

舌
（
リ
ー
ド
）
を
手
持
ち
の
も
の
に
差
し

替
え
て
、
い
ざ
。
一
同
、
固
唾
を
呑
む
。

「
プ
ゥ
ワ
ー
」。
ま
ろ
や
か
だ
が
力
強

い
、
広
が
り
の
あ
る
音
が
鳴
り
響
い
た
。

雅
楽
の
主
旋
律
を
担
い
、
大
地
の
底
か
ら

湧
き
上
が
る
地
の
声
を
表
す
と
言
わ
れ
る

篳
篥
の
音
色
。
三
〇
〇
年
の
眠
り
か
ら
即

座
に
覚
め
た
楽
器
の
力
に
、
た
だ
た
だ
驚

嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

今
井
さ
ん
は
「
管
が
繊
細
に
、
し
な
や

か
に
震
え
る
」
と
顔
を
紅
潮
さ
せ
、
庄
村

氏
は
じ
め
神
職
の
皆
さ
ん
も
「
こ
れ
ほ
ど

に
鳴
る
と
は
」
と
喜
び
つ
つ
胸
を
撫
で
下

ろ
す
。
昔
の
作
り
手
や
吹
き
手
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
、
時
空
を
一
越
え
し
た
瞬
間

で
あ
っ
た
。

「
自
分
が
作
る
楽
器
が
、
何
百
年
も
経

た
後
に
、
こ
れ
に
少
し
で
も
近
い
音
色
を

奏
で
ら
れ
る
よ
う
に
精
進
し
ま
す
」。
今

井
さ
ん
は
篳
篥
へ
の
情
熱
を
一
回
り
も
二

回
り
も
大
き
く
し
た
。

300年前の篳篥が鳴った瞬間。左は庄村氏。

H i r o k i I m a i
今井博規さん（'01文）

大学2回生の時偶然耳にした篳篥
の音色に心酔、市比賣神社の
「いちひめ雅楽会」にて演奏を修
行。「立命館大学雅楽会」を創設。
卒業後、篳篥制作の道に。
（写真：三光門（重文）前で）

300年前の音色
との邂逅 衣笠キャンパス界隈

ちいさな旅

今井さんの手による現代の篳篥。
削って指穴をあけた煤竹に、樺
（桜皮）を細く割いて巻く。

宝物殿の篳篥

DATA
■北野天満宮
10世紀中頃に始まる長い歴史
を誇る。菅原道真公を祀る全
国の“天神さん”の宗祀（総
本社）。学問・芸能・農耕・厄
除などの神として広く信仰を
集めている。
上京区馬喰町
Tel. 075-461-0005
http://www.kitanotenmangu.or.jp/

大福梅の土用干し

絵馬所
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鍛
金
職
人
見
習

植
田
千
香
子
さ
ん（
'03
政
策
）が
訪
ね
る

川
人
ハ
ン
ズ

漆
黒
の
鉄
地
に
浮
か
び
上
が
る
金
模

様
。「
繊
細
・
端
正
・
華
麗
…
、
象
嵌
細

工
の
美
し
さ
の
表
情
は
様
々
で
す
ね
」。

シ
ョ
ウ
ル
ー
ム
に
資
料
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
等
を
備
え
た
「
川
人
ハ
ン

ズ
」
に
、
川
人
一
郎
社
長
（
'55
法
）
を
訪

ね
た
植
田
さ
ん
。
家
業
の
鍛
金
工
芸
（
金

属
の
板
を
叩
き
、
そ
の
展
延
性
を
利
用
し

て
器
類
を
作
る
）
を
継
ぐ
べ
く
修
行
中
だ

が
、
違
っ
た

金
工
に
触
れ

て
表
現
の
可

能
性
を
広
げ

た
い
と
意
欲

的
だ
。
ま
ず

は
象
嵌
の
歴

史
を
伺
う
。

「
技
術
自

体
は
古
墳
時
代
に
は
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
産
業
と
し
て
の
京
象
嵌
は
江
戸
末
期

に
刀
の
鐔
（
つ
ば
）
の
装
飾
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
廃
刀
令
の
後
、
開
国
以
降
は
、

昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
は
高
級
品
は
主
に
西

洋
向
け
に
作
ら
れ
、
国
内
向
け
は
大
手
企

業
の
社
員
バ
ッ
ヂ
く
ら
い
で
し
た
。
日
本

人
の
暮
ら
し
に
身
近
な
象
嵌
を
、
と
の
思

い
か
ら
、
美
術
工
芸
品
よ
り
も
手
軽
な
”

ク
ラ
フ
ト
“と
し
て
商
品
開
発
に
も
努
め

て
き
ま
し
た
」
と
、
昔
の
逸
品
や
資
料
を

前
に
川
人
社
長
は
語
る
。

次
は
「
入
嵌
」
の
工
程
を
体
験
す
る
た

め
、
作
業
場
へ
。
京
象
嵌
は
、「
布
目
象

嵌
」
の
技
術
で
作
ら
れ
る
。
鉄
板
の
表
面

に
、
ル
ー
ペ
で
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

ほ
ど
細
か
い
溝
（
布
目
）
を
鏨
で
切
り
込

み
、
そ
の
上
か
ら
模
様
の
形
に
打
ち
抜
い

た
金
の
薄
板
（
金
平
）
や
金
線
を
小
さ
な

金
槌
で
叩
き
、
布
目
に
か
ま
せ
な
が
ら
嵌

め
込
む
。

植
田
さ
ん
は
高
橋
工
場
長
の
指
導
で
、

携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
用
の
直
径
二
セ
ン
チ
ほ

ど
の
円
板
に
薔
薇
の
模
様
を
施
し
て
い

く
。
花
び
ら
・
葉
を
一
枚
一
枚
組
み
合
わ

せ
る
「
散
ら
し
柄
」
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
の
が
難
し
い
。
金
平
は
二
、
三
ミ
リ
角

程
度
の
大
き
さ
し
か
な
く
、
金
線
の
太
さ

は
〇
・
一
ミ
リ
。
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
つ
ま
む

こ
と
さ
え
一
苦
労
で
あ
る
。
位
置
を
決
め

て
打
ち
込
む
が
、
小
さ
い
の
で
つ
い
違
う

部
分
を
叩
い
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
持
ち

前
の
セ
ン
ス
で
高
橋
氏
も
驚
く
美
し
い
薔

薇
に
仕
上
げ
、
一
時
間
強
で
作
業
を
終
え

た
。「
難
し
い
！
大
変
な
集
中
力
が
必
要

で
、
ず
っ
と
息
を
止
め
て
い
た
よ
う
で
し

た
（
笑
）」。

「
あ
な
た
の
鍛
金
も
、
象
嵌
も
、
時
代

に
即
し
た
生
か
し
方
が
あ
っ
て
こ
そ
の
伝

統
工
芸
で
す
。
そ
の
た
め
に
工
夫
を
重
ね

る
の
が
我
々
の
仕
事
で
す
」。
川
人
社
長

か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
を
大
切
に
胸
に
し

ま
っ
た
植
田
さ
ん
だ
っ
た
。

資料室にて川人社長と

C h i k a k o U e d a
植田千香子さん（'03政策）

父・植田参稔氏のもとで家業の
鍛金を修業中。第33回伝統工芸
日本金工展入選。
（写真：川人社長（'55法）と）
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精緻な金工の
極みに触れる

衣笠キャンパス界隈
ちいさな旅

源氏物語図
宝石函

真剣に入嵌作業

株
式
会
社
川
人
象
嵌

DATA
■株式会社川人象嵌
川人一郎代表取締役（'55法）
の父・芳男氏が1919年に創業。
各種展覧会での受賞歴多数。
北区等持院南町76
Tel. 075-461-2773
http://hcn.plala.or.jp/fc211/
kawahito/
土日祝、盆・正月期は休み

【象嵌づくり体験】
要予約。1人3,675円。1グルー
プ4名を歓迎。所要1時間半。
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突
然
芽
生
え
た
気
骨

日
本
を
、
世
界
を
飛
び
ま
わ
る
村
上
さ
ん
の
今

日
は
、
下
宿
し
た
河
原
町
丸
太
町
の
伯
母
の
家
と

広
小
路
学
舎
を
往
復
す
る
小
さ
な
京
都
暮
ら
し
か

ら
始
ま
っ
た
。
初
め
の
二
年
間
で
ほ
と
ん
ど
の
単

位
を
と
っ
て
し
ま
う
真
面
目
な
学
生
で
あ
っ
た
。

村
上
　
三
回
生
に
な
る
と
だ
ん
だ
ん
学
園
紛
争
が
激

し
く
な
っ
て
、
ノ
ン
ポ
リ
だ
っ
た
私
は
そ
れ
を
い
い

こ
と
に
、
今
度
は
ア
ル
バ
イ
ト
や
遊
び
に
精
を
出
し

て
い
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。

騒
然
と
す
る
大
学
を
後
目
に
、
卒
業
後
の
姿
を

思
い
描
い
て
い
た
時
の
こ
と
だ
。
元
気
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
父
親
が
、
心
筋
梗
塞
で
突
如
他
界
し
た
。

一
ヵ
月
後
、
今
度
は
自
身
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
。

一
歩
間
違
え
ば
命
を
落
と
し
か
ね
な
か
っ
た
。

村
上
　
こ
の
二
つ
の
出
来
事
で
、
性
根
が
据
わ
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
社
会
に
出
た
ら
本
気
で
頑
張

り
、
闘
わ
な
け
れ
ば
、
良
い
人
生
に
で
き
な
い
と
。

今
思
う
と
、
立
命
館
で
の
四
年
間
で
、
ガ
ン
バ
リ
ズ

ム
や
反
骨
精
神
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
培
っ
て

い
た
ん
で
す
よ
。
ど
こ
か
似
た
よ
う
な
境
遇
の
仲
間

も
い
て
ね
。
立
命
館
の
学
風
の
い
い
と
こ
ろ
を
吸
収

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

若
き
熱
血
営
業
マ
ン

伝
統
あ
る
企
業
で
力
を
試
す
か
、
伸
び
ゆ
く
企

業
に
賭
け
る
か
。
後
者
を
選
ん
だ
。
大
和
ハ
ウ
ス

工
業
は
当
時
設
立
一
五
年
目
、「
建
築
の
工

業
化
」
の
理
念
の
も
と
、
旧
態
依
然
と
し

た
日
本
の
住
宅
業
界
に
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
と

い
う
新
し
い
工
法
で
挑
戦
す
る
、
ま
さ
に

伸
び
盛
り
の
企
業
だ
っ
た
。
岡
山
に
赴
任

し
、
戸
建
住
宅
を
販
売
す
る
営
業
マ
ン
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

闘
う
と
は
、

出
逢
い
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と

村
上
健
治

さ
ん（
'70
産
社
）

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長

鉄骨2階建住宅
“Iーwish Treview '04”
（写真提供：大和ハウス工業株式会社）
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村
上
　
そ
の
頃
の
日
本
の
”住

“は
ま
だ
お
粗
末
で

し
た
。
で
き
る
だ
け
良
い
家
を
、
我
々
が
最
前
線
で

販
売
す
る
の
だ
と
い
う
や
り
甲
斐
や
強
い
使
命
感
が

あ
り
ま
し
た
。
お
客
様
の
財
産
作
り
を
お
手
伝
い
す

る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
お
客
様
は
大
き
な
夢
を
持
た

れ
て
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
要
求
を
な
さ
い
ま
す
。

当
然
で
す
ね
。
そ
れ
に
応
え
る
た
め
、
一
つ
一
つ
を

よ
く
勉
強
し
、
施
工
現
場
の
管
理
も
怠
り
な
く
す
る

こ
と
が
常
に
求
め
ら
れ
る
。
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

一
九
七
〇
年
代
は
、
日
本
列
島
改
造
論
が
打
ち

出
さ
れ
、
日
本
中
が
燃
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

顧
客
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
も
熱
が
入
る
。
一
方
、

誠
心
誠
意
尽
く
し
て
も
契
約
が
取
れ
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
。「
力
及
ば
ず
、
悔
し
い
」
と
、
素
直
な

心
の
内
を
表
し
た
が
た
め
に
、
図
ら
ず
も
客
の
心

を
動
か
し
、「
う
ち
の
息
子
を
思
い
出
し
た
。
ま

た
来
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん

な
若
き
熱
き
営
業
マ
ン
だ
っ
た
。

村
上
　
何
か
齟
齬
が
生
じ
そ
う
に
な
る
と
、
お
客
様

は
「
支
店
長
を
連
れ
て
来
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

し
か
し
私
は
「
私
が
だ
め
だ
と
言
う
も
の
を
、
支
店

長
が
Ｏ
Ｋ
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
代
わ
り
、

私
が
や
る
と
言
っ
た
ら
絶
対
に
や
り
ま
す
」
と
応
え

ま
し
た
。
お
客
様
に
納
得
、
満
足
し
て
い
た
だ
こ
う
。

自
分
の
担
当
物
件
で
は
ク
レ
ー
ム
を
出
す
よ
う
な
ま

ね
は
絶
対
に
し
な
い
と
肝
に
銘
じ
て
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
社
内
で
は
、
先
輩
相
手
で
も
「
ち
ゃ
ん
と
や
っ

て
く
れ
！
」
と
ね
。
今
思
え
ば
生
意
気
だ
っ
た
で
す

ね
（
笑
）。

攻
め
て
、
攻
め
て

入
社
四
年
目
に
係
長
に
な
っ
た
。
三
〇
人
を
率

い
、
二
〇
代
に
し
て
人
を
動
か
す
こ
と
の
何
た
る

か
を
感
じ
と
っ
た
。
一
五
年
目
に
営
業
所
長
、
一

八
年
目
に
は
早
く
も
支
店
長
に
昇
進

し
て
い
る
。

村
上
　
若
い
頃
は
「
俺
に
つ
い
て
来

い
！
」
式
の
や
り
方
も
し
ま
し
た
が
、

限
界
を
感
じ
ま
し
た
。
個
々
の
部
下
の
い
い
と
こ
ろ

を
引
き
出
し
て
伸
ば
そ
う
と
心
を
砕
く
よ
う
に
し
た

ら
、
店
の
成
績
も
上
が
り
ま
し
て
ね
。
例
え
れ
ば
、

柵
の
間
隔
を
広
め
に
と
っ
た
道
を
用
意
す
る
と
言
う

の
か
な
。
こ
の
範
囲
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
前

進
し
な
さ
い
と
。「
一
番
近
道
は
こ
こ
だ
、
こ
う
や

っ
て
行
け
」
と
ま
で
は
言
わ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、

柵
か
ら
は
み
出
し
た
り
、
止
ま
り
っ
ぱ
な
し
で
あ
れ

ば
バ
シ
ッ
と
行
く
。
何
某
か
バ
ラ
ン
ス
が
悪
か
っ
た

り
、
嫌
な
こ
と
を
言
っ
た
り
、「
ま
ず
は
お
手
並
拝

見
…
」
と
い
っ
た
態
度
の
部
下
も
い
ま
し
た
よ
。
し

か
し
私
は
彼
ら
を
放
り
出
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

組
織
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
間
が
必
要
で
す
。
自
分
に

合
わ
な
い
か
ら
と
排
除
し
て
い
け
ば
、
そ
の
組
織
は

弱
く
な
る
一
方
で
す
よ
。
働
く
仲
間
と
し
て
一
緒
に

や
ろ
う
、
そ
の
た
め
に
は
愛
情
を
持
っ
て
鍛
え
る
ぞ

と
。
そ
し
て
私
を
認
め
さ
せ
る
努
力
も
し
ま
し
た
。

「
何
が
支
店
長
だ
」
と
は
決
し
て
言
わ
せ
な
い
実
績

を
身
を
も
っ
て
示
す
よ
う
に
。

職
場
集
団
に
働
く
人
的
力
学
の
妙
や
、
わ
ず
か

な
箍
の
緩
み
に
よ
る
痛
手
の
大
き
さ
も
身
に
し
み

て
い
る
。
栄
転
を
目
前
に
し
て
つ
い
つ
い
守
り
に

入
っ
た
一
時
期
、
苦
労
し
て
や
っ
と
立
て
直
し
た

は
ず
だ
っ
た
店
の
営
業
成
績
を
、
再
び
悪
化
に
転

じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
経
験
は
苦
い
も
の
だ
っ
た
。

村
上
　
転
勤
も
先
延
ば
し
。
そ
の
後
一
年
以
上
本
当

に
必
死
に
働
い
て
、
や
っ
と
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
だ
か
ら
ね
、
事
業
と
い
う
も
の
は
、
い
つ

も
攻
め
て
、
攻
め
て
い
な
く
て
は
な
ら
ん
。
身
に
し

み
て
、
こ
う
思
う
の
で
す
よ
。

む ら か み け ん じ
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”闘
う
“
と
い
う
言
葉
が
、
よ
く
口
を
つ
い
て

出
る
。
し
か
し
、
闘
う
厳
し
さ
を
語
る
裏
側
に
は

愛
情
が
あ
る
。

村
上
　
私
は
、
自
分
か
ら
は
諍
い
を
起
こ
さ
な
い
。

し
か
し
ね
、
い
ざ
闘
う
べ
き
場
面
に
な
っ
た
ら
、
大

い
に
負
け
ん
気
が
出
て
く
る
。
私
の
、
闘
っ
て
力
を

つ
け
ろ
と
言
う
厳
し
さ
は
、
自
分
自
身
の
体
験
を
も

と
に
し
た
、
い
わ
ば
仲
間
へ
の
エ
ー
ル
な
ん
で
す
。

世
の
中
、
甘
え
て
生
き
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
人

生
の
厳
し
さ
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
が
必
ず
あ
る
。
私
は
、
厳
し
さ
か
ら
逃
げ
た

ら
絶
対
に
ダ
メ
だ
と
思
う
の
で
す
。
ま
し
て
、
社
員

は
仲
間
だ
。み
ん
な
の
人
生
を
い
い
も
の
に
し
た
い
。

「
売
れ
な
い
か
ら
辞
め
ま
す
」
と
言
う
社
員
に
は
、

「
何
を
し
ょ
ぼ
く
れ
と
る
！
苦
労
を
乗
り
越
え
た
ら

必
ず
い
い
こ
と
あ
る
や
な
い
か
。
せ
っ
か
く
入
っ
た

ん
だ
か
ら
頑
張
れ
」
と
励
ま
し
た
い
。
同
じ
働
く
の

な
ら
、
自
分
の
存
在
が
淋
し
く
な
る
よ
う
な
働
き
方

は
す
る
な
と
。
今
は
こ
の
気
持
ち
を
直
接
下
の
方
ま

で
届
け
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
が
、
全
員
で
も
っ

と
良
い
会
社
に
し
よ
う
と
、
電
子
メ
ー
ル
で
激
励
し

て
い
ま
す
。
大
和
ハ
ウ
ス
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
で
こ
こ

ま
で
来
た
の
で
す
。
若
い
人
も
、
ど
ん
ど
ん
登
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
活
力
溢
れ
る
環
境
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
。

す
べ
て
は

”心
の
触
れ
合
い
“か
ら

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
は
、
来
る
二
〇
〇
五
年
、
創

業
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。
建
設
、
都
市
や
リ
ゾ
ー

ト
の
開
発
、
観
光
等
を
手
が
け
る
、
”総
合
生
活

産
業
“の
一
大
企
業
と
な
っ
た
。
節
目
の
こ
の
時

期
、
社
長
が
担
う
責
務
は
特
に
大
き
い
。

村
上
　
私
が
良
い
事
業
所
作
り
の
条
件
と
考
え
て
い

る
こ
と
を
言
い
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
リ
ー
ダ
ー
を

中
心
に
し
た
一
体
感
。
こ
れ
が
あ
る
と
、
情
報
が
速

く
集
ま
り
、
共
有
で
き
る
。
何
よ
り
組
織
が
明
る
く

な
り
ま
す
よ
。
二
つ
目
は
、
お
客
様
第
一
の
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
品
質
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
三
つ

目
、
リ
ー
ダ
ー
自
身
が
徹
底
的
に
目
標
に
こ
だ
わ
る

真
剣
な
姿
を
見
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は

何
よ
り
も
情
熱
が
必
要
で
す
。
そ
の
姿
を
見
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
人
材
が
育
つ
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
四

つ
目
は
、
時
代
に
即
し
て
リ
ー
ダ
ー
以
下
全
員
が
常

に
勉
強
し
て
い
る
こ
と
。
最
後
に
業
務
改
善
に
よ
る

処
理
ス
ピ
ー
ド
の
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

こ
れ
ら
を
整
え
る
と
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
経
営
参
加

の
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
創
業
以
来
の
精
神
を
大
切
に
、
基
幹

の
住
宅
建
設
に
一
層
力
を
注
ぎ
ま
す
。
少
子
化
の
影

響
で
、
着
工
件
数
そ
の
も
の
に
は
大
き
な
伸
び
は
見

込
め
ま
せ
ん
が
、
付
加
価
値
の
あ
る
高
品
質
な
住
宅

作
り
に
努
め
て
、
我
が
社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。
今
は
住
宅
機
能
の
高
度
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
”安
全
・
安
心
、
ス
ピ
ー

ド
、
福
祉
、
環
境
、
健
康
、
通
信
“
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
取
っ
て
”ア
・
ス
・

フ
・
カ
・
ケ
・
ツ
“
な
住
宅
を
形
に
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
も
、「
私
は
家
を

建
て
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
嬉
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
お
一
人
お
一

人
の
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

顧
客
、
会
社
の
仲
間
な
ど
、
縁
あ
っ
て
出
会
っ

た
人
々
を
大
切
に
す
る
。
村
上
さ
ん
の
ポ
リ
シ
ー

は
、突
き
詰
め
れ
ば
、人
と
の
”心
の
触
れ
合
い
“を

大
事
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

村
上
　
自
分
が
人
と
の
関
係
の
中
で
成
長
さ
せ
て
も

ら
い
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
次
は
私
が
お
返
し
を
し
た

い
の
で
す
。
母
校
立
命
館
に
対
し
て
も
同
じ
思
い
で

す
。
大
学
や
後
輩
の
活
躍
に
大
い
に
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
私
も
、
自
分
の
働
き
が
後
輩
の
せ
め
て

も
の
励
み
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
年
々
、
強
く
な

り
ま
す
よ
、
愛
校
心
が
（
笑
）。

1947年 愛媛県新居浜市に生まれる。

1970年 立命館大学産業社会学部卒業。

大和ハウス工業（株）入社。岡山支店へ。

1988年 山口支店支店長

その後広島支店長等を歴任。

1997年 取締役就任

名古屋支社長等を歴任。

2000年 常務取締役

2001年 専務取締役

2004年 代表取締役社長　現在に至る。

大和ハウス工業ホームページ

http://www.daiwahouse.co.jp/

Kenji
Murakami

村上健治さん



橋
口
信
幸
さ
ん（
'82
法
）記

'82
年
の
中
井
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
設
立
以
来
、
長

年
に
わ
た
り
会
の
実
務
を
担
当
。
大
阪
府

職
員
。

昨
年
末
、
新
聞
に
先
生
の
お
顔
が
掲
載

さ
れ
て
び
っ
く
り
し
た
方
々
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
先
生
は
、
こ
の
四
月
か
ら
姫
路

獨
協
大
学
法
科
大
学
院
で
の
「
次
代
の
法

曹
養
成
」
に
夏
休
み
を
返
上
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
聞
に
は
、
こ
の

新
た
な
取
り
組
み
に
向
け
た
先
生
の
思
い

が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

二
年
前
、
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
で
開
催
し
た
古
希
の
お
祝
い
の
際
、
先
生
は

「
七
〇
に
な
っ
て
、
何
を
や
ろ
う
か
、
何
が
で
き
る
か
と
あ
ら
た
め
て
思
い

ま
す
が
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
仕
事
は
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
れ
も
や
り
た
い
、
こ
れ
も
し
た
い
と
い

う
思
い
ば
か
り
で
す
が
、
日
常
の
な
か
で
、
淡
々
と
仕
事
を
し
終
え
た
い
、

そ
う
で
き
れ
ば
と
望
ん
で
い
ま
す
。」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
言
葉
の
と
お
り
、
先
生
は
、
今
も
立
命
館
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
所
で
淡
々
と
、
何
事
に
も
常
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま

す
ま
す
お
元
気
な
先
生
が
、
一
〇
年
後
に
何
を
さ
れ
て
い
る
の
か
が
楽
し

み
で
す
。

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
事
々
、
先
生
が
お
若
い
ま
ま
な
の
で
先
生

よ
り
も
老
け
て
見
え
そ
う
な
Ｏ
Ｂ
や
先
生
と
の
会
話
が
楽
し
い
Ｏ
Ｂ
会
、

現
役
の
女
子
学
生
に
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
と
愛
称
で
呼
ば
れ
苦
笑
い
し
な
が

ら
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
を
抗
議
す
る
先
生
、
先
生
を
支
え
、
私
た
ち
教
え

子
を
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
る
す
ば
ら
し
い
奥
様
の
こ
と
等
々
…
、
書
き
尽

く
せ
ぬ
恩
師
の
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
、
先
生
や
皆
さ
ん
と
杯
を
交
わ
し
な

が
ら
語
り
明
か
す
の
が
一
番
で
す
。

中井美雄
名誉教授（法学部）

●なかい　よしお
●1963年～現在
［専門］
民法

ま
す
ま
す
お
元
気
な
先
生

新
た
な
取
り
組
み

に
も
挑
戦

教
え
子

野
村
鮎
子
さ
ん

（
'94
院
文
・
文
博
）記

'83
学
部
卒
業
後
、
大
阪
府
立
高
校
教
員
を

経
て
大
学
院
へ
。
'94
博
士
号
取
得
。
現
在
、

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授
。

先
生
は
目
下
、
一
一
月
の
自
分
の
誕
生
日
を
指
折
り
数
え
て
待
っ
て
い

る
。
お
目
当
て
は
、
七
〇
歳
に
な
っ
た
ら
京
都
市
が
く
れ
る
無
料
バ
ス
券

で
あ
る
。
今
は
朝
五
時
に
起
き
て
近
く
の
鴨
川
を
散
歩
す
る
の
が
日
課
だ

が
、
無
料
バ
ス
券
が
も
ら
え
た
ら
、
大
好
き
な
花
や
植
木
を
見
に
遠
出
す

る
つ
も
り
な
の
だ
。

先
生
は
バ
ス
が
好
き
だ
。
タ
ク
シ
ー
に
は
め
っ
た
に
乗
ら
な
い
。
吝

（
け
ち
）
と
い
う
の
と
は
違
う
。
バ
ス
が
あ
る
の
に
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
い

う
無
駄
が
嫌
い
な
の
だ
。
浮
い
た
お
金
は
惜
し
げ
も
な
く
専
門
で
あ
る
中

国
文
学
の
本
代
に
つ
ぎ
込
む
。
数
年
前
、
本
の
置
き
場
に
困
っ
て
庭
に
も

う
一
つ
書
庫
を
建
て
た
ら
、
本
の
重
み
で
床
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
。
本
は

貴
重
な
も
の
で
も
「
ち
ゃ
ん
と
返
し
て
や
」
と
い
い
な
が
ら
貸
し
て
く
れ

る
。
卒
論
で
先
生
の
蔵
書
の
世
話
に
な
っ
た
卒
業
生
も
多
い
は
ず
だ
。
中

に
は
そ
の
ま
ま
返
さ
な
い
学
生
も
い
る
が
、
先
生
は
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い

て
、「
何
々
の
本
は
誰
々
に
貸
し
た
の
に
返
し
て
く
れ
な
い
」
と
い
つ
も
ぼ

や
い
て
い
る
。
心
当
た
り
の
あ
る
卒
業
生
諸
君
、
バ
ツ
が
悪
け
れ
ば
地
酒

を
一
緒
に
送
る
と
い
い
。
た
ち
ど
こ
ろ
に
機
嫌
が
直
る
は
ず
で
あ
る
。（
か

く
い
う
私
も
未
返
却
の
本
多
数
あ
り
。）

先
生
は
、
今
年
度
末
に
特
任
教
授
の
職

を
退
か
れ
る
予
定
だ
。
五
年
前
の
定
年
退

職
の
と
き
、
卒
業
生
が
集
ま
っ
て
記
念
会

を
し
、
旅
行
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
ご

夫
婦
で
伊
豆
大
島
に
ア
ン
コ
椿
を
見
に
い

く
つ
も
り
だ
と
い
っ
て
い
た
の
に
、
い
ま

だ
果
た
し
て
お
ら
れ
な
い
。
早
く
行
っ
て

も
ら
い
た
い
が
、
し
ば
ら
く
は
京
都
市
内

バ
ス
ツ
ア
ー
が
忙
し
く
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

筧　文生
名誉教授（文学部）

●かけひ　ふみお
●1972年～現在
［専門］
中国文学

借
り
っ
ぱ
な
し
の
本
は
、

地
酒
と
一
緒
に
、

返
し
ま
し
ょ
う

教
え
子

恩師の近況や人となり、思い出を、教え子が紹介します。
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我
が
国
に
お
い
て
「
温
泉
」
が
何

時
始
ま
っ
た
か
に
つ
い
て
は
地
域

に
よ
っ
て
諸
説
が
あ
り
、
正
確
に

述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
え
ま
す
。
し
か

し
、「
温
泉
地
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
ま
す
と
、

「
古
事
記
」
や
「
日
本
書
紀
」
な
ど
の
歴
史
的

文
献
に
温
泉
に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
、

そ
の
中
に
日
本
三
大
古
湯
と
呼
ば
れ
る
『
伊

予
の
湯
（
道
後
温
泉
）』、『
牟
婁
の
湯
（
白
浜

温
泉
）』、『
有
間
の
湯
（
有
馬
温
泉
）』
が
読

み
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
武
士
や

僧
侶
が
熱
海
温
泉
や
伊
豆
山
温
泉
で
湯
治
を

行
っ
た
こ
と
や
、
蒙
古
軍
と
の
戦
い
で
傷
つ

い
た
兵
士
が
別
府
温
泉
で
治
療
を
行
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、

大
名
た
ち
が
湯
治
す
る
温
泉
地
が
整
備
さ
れ
、

庶
民
で
も
特
別
の
許
可
を
得
て
湯
治
を
行
な

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
に
は
、「
日
本

の
温
泉
医
学
の
父
」
で
あ
る
ベ
ル
ツ
博
士
に

よ
る
ド
イ
ツ
の
温
泉
医
学
や
温
泉
地
開
発
の

指
導
が
行
わ
れ
、
温
泉
は
「
湯
治
場
」
か
ら

「
保
養
地
」
へ
と
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
大
正
、

昭
和
に
は
、
都
市
部
の
人
々
が
温
泉
地
を
訪

ね
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
近
年
に
は
レ
ジ

ャ
ー
ラ
ン
ド
や
ク
ア
ハ
ウ
ス
を
模
し
た
温
泉

地
が
現
わ
れ
利
用
者
層
の
多
様
化
が
生
じ
て

い
ま
す
。
障
害
者
や
老
齢
者
に
配
慮
し
た
施

設
整
備
や
成
人
病
対
策
等
を
含
め
た
「
温
泉

福
祉
」
の
分
野
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
温
泉
」
の
基
準
に
つ
い
て
は
一
九

四
八
年
に
制
定
さ
れ
た
「
温
泉
法
」

が
あ
り
、
温
泉
と
は
「
地
中
か
ら

湧
出
す
る
温
水
、
鉱
水
及
び
水
蒸
気
そ
の
他

の
ガ
ス
（
炭
化
水
素
を
主
成
分
と
す
る
天
然

ガ
ス
を
除
く
）、
別
表
に
掲
げ
る
温
度
、
又
は

物
質
を
有
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
温
度
は
二
五
℃
以
上
（
温
泉
源

か
ら
採
取
さ
れ
た
時
の
温
度
）
で
あ
り
、
物

質
の
方
は
遊
離
炭
酸
、
水
素
イ
オ
ン
、
フ
ッ

素
な
ど
計
一
九
種
の
内
の
い
ず
れ
か
一
つ
を

含
ん
で
い
れ
ば
温
泉
と
し
て
の
条
件
を
満
た

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
幅
の
広
い

条
件
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
「
温
泉
」
が

多
種
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
玉
石

混
交
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
入
浴
用
と
し
て
の
温
度
不
足
に
対
応
す

る
加
熱
、
湧
出
量
不
足
を
補
う
加
水
、
温
泉

の
循
環
利
用
な
ど
の
問
題
発
生
は
、
こ
の
条

件
の
性
格
に
よ
る
と
こ
ろ
が
高
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。日

本
の
温
泉
利
用
は
、
保
養
、
癒

し
、
娯
楽
な
ど
が
主
た
る
目
的
と

な
っ
て
お
り
、「
温
泉
」
の
有
無
が
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今
の
よ
う
に

都
心
部
に
掘
削
し
て
作
ら
れ
る

温
泉
ブ
ー
ム
の
背
景
に

あ
る
も
の
と
は
。

日
本
の
温
泉
の

歴
史
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

温
泉
の
条
件
に
つ
い
て

お
話
し
く
だ
さ
い
。



誘
客
効
果
や
町
お
こ
し
に
大
き
く
影
響
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
日
本
で

は
社
会
的
経
済
的
余
裕
を
背
景
に
、
福
祉
・

健
康
・
美
容
・
ス
ポ
ー
ツ
等
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
お
り
、
温
泉
が
持
つ
「
癒
し
」

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」「
天
然
（
本
物
）」
と
い
う

言
葉
の
響
き
が
人
々
の
心
を
動
か
す
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
自
由
時
間
の
増
加

が
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
遠
隔
の
温
泉
地
に

代
え
て
、
日
常
的
に
利
用
で
き
る
身
近
な
生

活
関
連
施
設
（
銭
湯
、
温
泉
プ
ー
ル
、
温
室
、

養
殖
場
等
）
に
お
け
る
温
泉
資
源
の
活
用
が

都
市
部
等
で
も
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
温
泉
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

側
面
か
ら
み
ま
す
と
、
都
市
部
等
に
お
け
る

人
工
的
掘
削
に
よ
る
温
泉
は
、
良
質
の
天
然

温
泉
が
湧
出
す
る
恵
ま
れ
た
温
泉
地
の
「
火

山
性
温
泉
」
や
「
深
層
地
下
水
型
」
と
比
べ

る
と
、
か
な
り
無
理
を
し
て
掘
り
当
て
た
も

の
（
化
石
海
水
型
、
非
火
山
性
温
泉
等
）
が

多
い
た
め
、
前
述
し
た
温
度
不
足
と
湧
出
量

不
足
の
点
で
不
安
が
あ
り
ま
す
し
、
管
理
体

制
に
よ
っ
て
は
循
環
式
か
ら
く
る
消
毒
過
多
、

清
掃
不
足
や
細
菌
発
生
な
ど
の
問
題
が
起
こ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
都
市
型
温
泉
は
、

本
来
的
に
温
泉
適
所
と
言
え
な
い
場
合
が
多
い

た
め
、
温
泉
が
枯
渇
す
る
心
配
も
あ
り
ま
す
。

前
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、
日
本
の

温
泉
は
観
光
地
と
し
て
の
集
客
力

の
大
き
な
目
玉
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
温
泉
観
光
地
は
過

去
の
経
済
成
長
期
に
お
け
る
大
量
集
客
の
影

響
を
受
け
て
大
型
化
と
金
太
郎
飴
化
が
急
速

に
進
み
、
本
来
各
温
泉
地
が
持
っ
て
い
る
独

自
性
を
失
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
「
個

人
化
・
少
人
数
化
」
へ
の
対
応
が
遅
れ
、
多

く
の
有
名
温
泉
地
が
衰
退
の
道
を
た
ど
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
温
泉
観
光
地
は

も
と
も
と
温
泉
資
源
と
ア
ク
セ
ス
、
ブ
ラ
ン

ド
性
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
旅
行
市

場
の
動
向
に
合
っ
た
対
応
が
十
分
に
な
さ
れ

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
最
近
各
地
で
回
復
策

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
大
分
の

別
府
温
泉
で
は
、
広
大
な
別
府
八
湯
と
日
本

で
は
珍
し
い
温
泉
都
市
の
機
能
を
生
か
し
て
、

様
々
な
対
応
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
例
と
し
て
、
乳
癌
で
傷
つ
い
た
心
を
癒
す

患
者
向
け
大
浴
場
貸
切
り
サ
ー
ビ
ス
「
マ
ン

マ
の
日
」
企
画
、
民
間
レ
ベ
ル
で
歴
史
的
建

造
物
や
町
並
み
保
存
に
取
り
組
む
「
別
府
八

湯
ト
ラ
ス
ト
」
の
設
立
、
長
期
滞
在
型
を
目

指
す
「
別
府
八
湯
・
温
泉
博
覧
会
（
オ
ン
パ

ク
）」、
別
府
八
湯
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
温
泉
泥

を
使
っ
た
「
フ
ァ
ン
テ
ィ
ゴ
・
エ
ス
テ
」、
地

域
通
貨
「
湯
路
（
ユ
ー
ロ
）」
の
発
行
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
温
泉
地
は
大

き
く
変
化
を
見
せ
て
き
て
お
り
、
従
来
の

「
物
見
遊
山
」
中
心
か
ら
、
健
康
や
美
容
、
地

域
・
町
づ
く
り
、
来
訪
者
と
の
地
域
交
流
等

を
念
頭
に
お
い
た
多
目
的
型
温
泉
地
を
目
指

す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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世界有数の温泉大国、日本。

その温泉事情が、今まさに変わろうとしている。

現代社会における温泉は、人々に何をもたらすのか。

温泉を基点とした地域、観光のあり方について、

別府観光推進戦略会議委員長であり、

観光政策・行政を専門とされる

小方昌勝教授にお話しを伺った。
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■主な著書・論文
●『国際観光とエコツーリズム』（2004年3月第2刷文理閣）
●『アジア太平洋における観光振興と課題』
（2003年6月国際観光サービスセンター）

●『都市間ネットワーキングの課題と展望』
（2003年9月アジア太平洋都市間観光振興機構）

●『観光振興による町づくりの諸問題』
（2004年2月都市問題研究会）

A

Q

今
後
の
温
泉
を
基
点
と
し
た

地
域
、
観
光
な
ど
の
あ
り
方

に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
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今
の
衣
笠
は
、
存
心
館
前
の
グ
ラ
ン

ド
が
公
園
に
、
理
工
学
部
事
務
室
が
消

え
て
広
場
に
な
っ
て
、
日
の
当
た
る
場

所
で
学
生
さ
ん
が
お
茶
を
し
て
い
て
、

い
か
に
も
「
キ
ャ
ン
パ
ス
」
っ
て
イ
メ

ー
ジ
で
す
よ
ね
。

僕
が
在
学
し
て
い
た
頃
（
'87
か
ら
'93
）

は
、「
立
っ
ち
ゃ
ん
」
っ
て
呼
ば
れ
て

「
貧
乏
く
さ
っ
」
っ
て
イ
メ
ー
ジ
で
、

狭
い
敷
地
に
校
舎
が
と
こ
ろ
狭
し
と
建

今
で
こ
そ
数
多
く
の
大
学
に
設
置
さ

れ
て
い
る
国
際
関
係
学
部
で
は
あ
り
ま

す
が
、
立
命
館
に
国
際
関
係
学
部
が
設

立
さ
れ
た
一
九
八
八
年
当
時
は
、
世
間

に
な
じ
み
の
薄
い
学
部
で
あ
り
、「
学

部
は
？
」
と
質
問

さ
れ
て
「
国
際
関

係
学
部
」
と
答
え

る
と
、「
一
体
何
を

勉
強
す
る
学
部
な

の
？
」
と
逆
に
質

問
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
い

ろ
い
ろ
な
意
味
で

注
目
さ
れ
て
い
た

学
部
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
国
際
関

係
学
部
（
以
下
国
関
）
の
メ
イ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
が
お
か
れ
た
西
園
寺
記
念
館
も

注
目
に
値
す
る
も
の
で
し
た
。
西
園
寺

記
念
館
、
と
は
い
え
誰
も
そ
う
は
呼
ば

ず
、
そ
の
偉
容
か
ら
「
パ
ル
テ
ノ
ン
」

と
称
さ
れ
、
私
た
ち
第
一
期
生
だ
け
で

は
な
く
、
他
学
部
生
や
一
般
の
方
々
を

も
び
っ
く
り
さ
せ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し

た
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
大
学
が
国

関
に
か
け
る
意
気
込
み
の
表
れ
か
と
思

っ
て
い
た
矢
先
、
私
た
ち
は
こ
の
パ
ル

テ
ノ
ン
に
は
食
堂
が
な
い
と
い
う
現
実

に
直
面
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
結
構
切
実

な
問
題
で
し
た
。

海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
知
れ

な
い
学
部
に
最
初
に
入
学
し
た
学
生

も
、
同
じ
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
あ
る
意
味
正
し
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で

も
個
性
の
強
い
学
生
が
多
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
個
性
的
な
面
々
で
は
あ

り
な
が
ら
、
数
の
少
な
さ
の
た
め
か

（
一
期
生
は
一
九
四
名
）、
ま
た
大
げ
さ

に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一

期
生
の
中
に
パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ

の
よ
う
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
か
、
奇

妙
な
連
帯
感
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
し
、
卒
業
し
て
一
〇
年
以

上
た
ち
ま
す
が
、
そ
れ
は
ま
だ
続
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

当
時
、
他
学
部
生
に
国
関
の
第
一
印

象
を
き
く
と
、
よ
く
返
っ
て
き
た
答
え

が
、「
他
の
学
部
に
比
べ
て
女
子
学
生

が
多
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
今
の

立
命
館
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
国
関
が
立
命
館
に
与
え

た
影
響
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
立

命
館
に
刺
激
を
与
え
続
け
る
国
関
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

地
味
で
武
骨
で
あ
っ
た
立
命
館
に
、

新
し
い
風
、
洗
練
さ
れ
た
風
が
、

に
わ
か
に
吹
き
始
め
た
あ
の
頃
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

様
々
な
学
生
の
に
お
い
が

入
り
混
じ
っ
て
い
た
。

学生生活を追って

1985年～1990年頃その　2

あ
の
頃
の
国
際
関
係
学
部
　

金
子
美
枝
（
'93
国
関
）

立
っ
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
　
　

宇
野

均
（
'93
院
理
工
）

＊
写
真
は
本
文
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
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っ
て
て
、
敷
地
内
に
は
ジ
ャ
ー
ジ
・
ラ

ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
・
草
履
で
歩
き
回
っ

て
い
た
人
が
結
構
い
て
、
お
金
を
持
っ

て
い
る
人
っ
て
周
り
に
い
な
く
っ
て
。

四
畳
半
の
下
宿
な
ん
て
今
じ
ゃ
死
語
か

も
し
れ
な
い
。
僕
も
、
嫁
さ
ん
と
半
同

棲
し
て
た
か
ら
、
お
金
に
は
ピ
ー
ピ
ー

言
っ
て
た
。
だ
か
ら
、
先
輩
が
ご
飯
ご

ち
そ
う
し
て
く
れ
る
の
が
す
ご
く
嬉
し

く
っ
て
（
実
際
は
た
か
っ
て
た
ん
だ
け

ど
…
）、
先
輩
も
お
金
無
か
っ
た
ろ
う

け
ど
、
無
理
し
て
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ

て
た
ん
だ
と
思
う
。

お
金
が
な
い
か
ら
バ
イ
ト
も
し
た
け

ど
、「
立
っ

ち
ゃ
ん
」

っ
て
い
う

の
は
バ
イ

ト
に
ま
で

影
響
し
て

た
ん
で
す

よ
。
京
大
、

同
志
社
は
、

「
家
庭
教
師
派
遣
し
ま
す
。
京
大
生
、

同
大
生
多
数
登
録
」
っ
て
。「
立
大
生
」

に
は
知
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
の
か
、

周
囲
で
家
庭
教
師
の
バ
イ
ト
の
話
は
聞

か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
立
っ
ち
ゃ
ん
の

バ
イ
ト
は
と
い
う
と
、
当
時
は
コ
ン
ビ

ニ
も
少
な
く
っ
て
、
専
ら
運
送
会
社
と

か
工
場
の
肉
体
労
働
。
友
達
な
ん
か
、

「
京
都
駅
集
合
」
っ
て
言
う
バ
イ
ト
に

行
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
車
に
乗
せ
ら
れ

て
島
根
県
の
江
津
市
ま
で
連
れ
て
行
か

れ
て
、
二
週
間
ほ
ど
肉
体
労
働
の
あ
げ

く
に
、「
じ
ゃ
ぁ
、
こ
れ
で
解
散
で
す
。」

っ
て
、
現
地
解
散(

爆
笑)

。

で
も
、
こ
ん
な
経
験
し
て
た
お
か
げ

で
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
出
来
る
し
、
ど

ん
な
環
境
で
も
生
活
で
き
る
し
、
打
た

れ
強
い
で
す
よ
、
立
っ
ち
ゃ
ん
は
。
仕

事
で
「
立
っ
ち
ゃ
ん
や
ろ
？
　
わ
か
る

わ
〜
」
っ
て
言
わ
れ
る
の
は
、
今
に
な

れ
ば
嬉
し
い
で
す
よ
。

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門
を
入
り
、

す
ぐ
右
手
の
体
育
館
、
一
階
に
あ
る
柔

道
場
と
部
室
。
私
の
記
憶
の
中
に
あ
る

大
学
は
そ
こ
ま
で
。
そ
れ
よ
り
奥
に
あ

る
校
舎
で
の
思
い
出
が
あ
ま
り
な
い
ほ

ど
だ
。

振
り
返
る
と
、
世
間
は
バ
ブ
ル
景
気
。

同
級
生
に
は
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
を

女
子
大
に
勧
誘
に
行
っ
た
り
、
デ
ィ
ス

コ
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
主
催
、
企
業
ス
ポ

ン
サ
ー
を
つ
け
て
大
儲
け
し
た
り
、
と

華
や
か
に
過
ご
す
者
も
多
か
っ
た
が
、

そ
れ
を
少
し
羨
ま
し
げ
に
横
目
で
見
つ

つ
、
暗
い
体
育
館
の
片
隅
を
居
場
所
に

汗
ま
み
れ
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

付
属
の
立
命
館
高
校
の
出
身
で
、
高

校
時
代
か
ら
出
稽
古
に
来
て
い
た
私

は
、
卒
業
ま
で
に
は
な
ん
と
か
団
体
戦

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
る
だ
ろ
う
と
値

踏
み
し
て
入
学
し
た
が
、
私
の
入
学
と

同
時
に
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
制
度
が
始
ま
っ

た
た
め
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
夢
は
断
念
、

部
に
貢
献
す
る
手
段
と
し
て
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
な

り
、
練
習
の

傍
ら
、
部
の

運
営
や
ス
ポ

ー
ツ
推
薦
の

選
手
勧
誘
に

携
わ
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ

推
薦
制
度
の

導
入
は
立
命

体
育
会
の
大

き
な
転
換
点
だ
っ
た
。「
好
き
」
で
や

っ
て
き
た
競
技
は
「
勝
つ
」
こ
と
を
要

求
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
体
育
会
各
部

は
変
化
へ
の
対
応
に
そ
れ
ぞ
れ
苦
悩
し

た
。多

く
の
学
生
は
好
き
で
柔
道
を
や
っ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
一
人
は
未
経
験

の
白
帯
を
入
部
さ
せ
る
と
い
う
よ
く
わ

か
ら
な
い
伝
統
の
も
と
、
入
学
式
で
の

勧
誘
活
動
も
行
っ
て
い
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
薦
の
選
手
と
白
帯
が
一

緒
に
練
習
す
る
と
い
う
変
わ
っ
た
環

境
。
し
か
し
、
柔
道
を
好
き
な
人
間
を

受
け
入
れ
る
と
い
う
立
命
柔
道
部
の
良

い
一
面
で
も
あ
り
、
ま
た
「
開
か
れ
た

体
育
会
」
と
い
う
立
命
体
育
会
の
理
念

の
体
現
で
も
あ
っ
た
。

今
で
は
推
薦
入
学
者
も
増
え
、
専
任

の
監
督
を
招
い
て
部
は
強
く
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。「
好
き
」
か
ら
「
勝
つ
」

た
め
の
部
へ
と
変
化
を
遂
げ
た
の
だ
。

そ
れ
で
も
、
毎
年
で
は
な
い
に
せ
よ
、

白
帯
を
入
れ
て
い
る
ら
し
い
。
転
換
点

の
卒
業
生
と
し
て
、
少
し
う
れ
し
い

「
伝
統
」
の
継
承
で
あ
る
。

学生生活を追って

1985年～1990年頃その 2

体
育
会
の
大
転
換
点
で
　
　
　
　
辻
井
啓
作
（
'91
法
）



ALL-Rits

世 界 へ 未 来 へ ―ひろげよう校 友 の 輪 �

ALL-Rits

オ
ー
ル
立
命
館
の
�

熱
き
想
い
が
結
集
す
る
一
日
。
�

2
0
0
4
年
10
月
30
日（
土
）�

お
一
人
さ
ま
8
0
0
0
円（
女
性
校
友
・
20
代
校
友
5
0
0
0
円
）�

※
当
日
券
も
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。�

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

立命館大学校友会事務局（校友課）�
●お問い合わせ先� 〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1�

TEL(075)465-8120、8124（直通）FAX(075）465-8125�
http: / /www.r i tsumei.ac. jp/mng/al /

お楽しみ福引大会�

立
命
館
大
学  

学
園
祭
プ
レ
ス
テ
ー
ジ�

11
月
開
催
の
関
西
最
大
級
の
学
園
祭
を
P
R
！�

出
演
／
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
C
l
e
f
、和
太
鼓
ド
ン
な
ど
、学
園
祭
を�

　
　
　
彩
る
サ
ー
ク
ル
多
数�

京
都
駅
ビ
ル
内
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
」
3F
・
5F��
�

メ
イ
ン
会
場�

会
費

�

午
後
5
時
〜
�

午
後
1
時
〜
�

京
都
駅
ビ
ル
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア�

京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
塩
小
路
下
る�

場
所
／
室
町
小
路
広
場
・
駅
前
広
場�

駅
前
広
場
で
は
立
命
館
大
学
、立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学（
A
P
U
）、�

立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
、立
命
館
宇
治
中
学
校
・
高
等
学
校
、�

立
命
館
慶
祥
中
学
校
・
高
等
学
校
の
入
試
相
談
会
も
開
催
。�

●
キ
ャ
ン
パ
ス
・
周
辺
史
跡
見
学
会
／
衣
笠
エ
リ
ア
・
B
K
C
エ
リ
ア�

入
場
料
無
料
�

一
般
来
場
歓
迎
�
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※メイン会場「ホテルグランヴィア京都」の他、京都駅ビルイベントエリア�
　「室町小路広場」「駅前広場」でも多彩な催しを行います。�

●詳しくはホームページにて�

※その他“大夜祭”をはじめ、ステージ企画や模擬店など、�
　学生・サークルの企画が満載です！�

http://rits-fes.net

★
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ�

★
プ
ロ
タ
レ
コ
ン
サ
ー
ト 

出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
未
定�

今
年
の
テ
ー
マ�

メイン会場：ホテルグランヴィア京都�

●校歌斉唱�

●校友会長挨拶�

　山中　諄会長�

●オンステージ�

　高橋竹秀（三味線）�

　きじむなぁ（沖縄芸能）�

　藤岡真弓（ジャズ）�

　ちんどん一喜�

　アカペラサークルclef   �

　ジャズクラブ�

　和太鼓ドン�

　モダンジャズバレエ部  etc.�

●お楽しみ福引大会�

●校歌、応援歌斉唱�

●応援団・フィナーレ�

�

�

3F

出店エリア�

校友大会受付�

ステージ�
200インチスクリーン�

150インチスクリーン�

カメラ�

プロジェクター�

メイン会場�
（源氏の間）�

プログラム�

お楽しみ福引大会�お楽しみ福引大会�

写
真
展
示
エ
リ
ア�

お茶席�

150インチスクリーン�

プロジェクター＆カメラ�

プロジェクター＆カメラ�

150インチスクリーン�

産業社会学部40周年�
BKC開学10周年�
立命館中学校・高等学校創立100周年�
立命館宇治中学校・高等学校の現在（いま）�
立命スポーツ2004　他�

バズ・セッション�
（ビジネス交流会）スペース�

校旗パネル�
展示�

ゆっくり交流のエリア�
（古今の間）�

音を楽しむエリア�
（竹取の間）�

5F

アメリカンフットボール部「PANTHERS」の�
オリジナルグッズも販売！！�

グ
ラ
ン
プ
リ
企
画
／
和
太
鼓
ド
ン
、劇
団
西
一
風�

準
グ
ラ
ン
プ
リ
企
画
／
探
検
部
、能
楽
部
＆
茶
道
研
究
部�

学
園
祭
企
画
コ
ン
テ
ス
ト�

★
R-I
グ
ラ
ン
プ
リ�

●
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
（
K
I
C
）�

豪華
景品
が�

多数
当たる

� を開催！�

１１
／

20
（
土
）・
21
（
日
）�

●
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
B
K
C
）�

１１
／

13
（
土
）・
14
（
日
）�
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校友会ネットワーク
本年6月下旬～本年9月上旬に行われた各団体の行事です（判明分）

都道府県校友会ほか

●6/19 新潟県校友会総会（64名・万代シルバーホテル）

●6/19 大阪地区新人歓迎会（75名・大阪キャッスルホテル内「錦城閣」）

●6/19 東京校友会Ritsとれっきんぐサークル（11名・尾瀬＆湯沢）

●6/26 富山県校友会総会

（67名・名鉄トヤマホテル）

●6/2 熊本県校友会総会

（69名・ホテルニューオ－タニ熊本）

●6/2 岩手県校友会総会

（13名・イーハトーヴこずかた）

●7/3 山形県校友会総会

（19名・湯野浜温泉「龍の湯」）

●7/3 香川県校友会総会

（71名・ホテルニューフロンティア）

●7/4 群馬県校友会総会

（35名・ウェルシティ前橋）

●7/4 神奈川県校友会総会

（80名・崎陽軒本店）

●7/9 大阪校友会総会

（800名・阪急インターナショナルホテル）

●7/11 長野県校友会総会（33名・ホテルモンターニュ松本）

●7/17 鳥取県西部校友会総会（30名・米子全日空ホテル）

●7/17 愛媛県校友会総会

（66名・松山ワシントンホテル）

●7/19 秋田県校友会総会

（25名・秋田ビューホテル）

●7/24 岐阜県校友会総会

（180名・ホテルグランヴェール岐山）

●7/30 静岡県校友会駿府会新人歓迎ビアパーティ

（16名・新静岡センター）

●8/7 東京校友会江戸川花火鑑賞会（65名・江戸川河川敷）

●8/21 沖縄県校友会（31名・ホテル西武オリオン）

●8/21 北海道校友会ビール会（高田屋北3条店）

●8/29 岡山県校友会総会（280名・岡山プラザホテル）

地域校友会

●6/19 広島県校友会東広島地区総会（20名・中国新聞西条販売所）

●6/20 奈良県南和会総会（25名・橿原ロイヤルホテル）

●6/25 ニューヨーク校友会総会（15名・日本食レストラン「鬼が島」）

●6/26 上海校友会総会（17名）

●6/26 京都春風会新人歓迎会

（42名・中川会館4F校友会館）

●7/3 広島県校友会北部地区設立総会

（37名・ひろしま国際ホテル）

●7/3 山口周南地区校友会総会

（53名・ホテルサンルート徳山）

●7/4 校友会八幡支部設立総会

（35名・松花堂）

●7/9 英国校友会懇親・交流パーティー

（12名・SAN-EI GEN FFI UK LTD.）

●7/10 愛媛県校友会東周支部総会

（20名・岩城）

●7/18 兵庫県校友会淡路支部総会

（50名・ホテルアナガ）

●7/23 シカゴ会懇親会

（9名・House of Human）

●7/24 広島県校友会西部地区総会

（20名・廿日市市役所7階会議室）

●8/20 ニューヨーク校友会学生歓迎納涼会

（10名・ニューヨーク宗教センター）

●8/28 上海校友会（Heng Shau Moller Villa内　日本料理「海の家」）

●9/10 福岡県校友会筑後会総会（40名・ロイヤルパークアルカディア）

職域校友会

●6/19 立命館会計人の会

（42名・京都ホテルオークラ）

●6/25 西宮市役所立朋会総会

（40名・ノボテル甲子園）

●7/3 兵庫県庁清和会総会

（41名・兵庫県民会館）

●7/22 尼崎市役所比叡会総会

（30名・ホテルニューアルカイック）

香川県校友会総会

岩手県校友会総会

富山県校友会総会

秋田県校友会総会

西宮市役所立朋会総会

兵庫県庁清和会総会

京都春風会新人歓迎会

校友会八幡支部設立総会

英国校友会懇親・交流パーティー

広島県校友会西部地区総会
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●8/21 立命同窓会（大阪市高校の会）（20名・天王殿）

学部・学科校友会

●6/19 応化会総会・20周年記念祝賀会

（220名・京都タワーホテル）

●6/20 機友会兵庫県支部総会（30名・ホテルオークラ神戸）

●8/20 建設会滋賀衣笠会（50名・千松）

●9/4 奈良建設会総会（60名・共済会館「やまと」）

サークルOB・OG会

●6/19 ヨット部2004トライヨットin Biwako

（大津市滋賀県ヨットハーバー沖）

●6/26 マスコミ研究会OB会総会（40名・衣笠キャンパス以学館食堂）

●6/27 剣道部優勝祝賀会（京都タワーホテル）

●7/3 ESS－OB会（35名・京都第2タワーホテル）

●7/10 スポーツフェロー懇親会

（450名・京都パークホテル）

●7/10 硬式野球部リーグ戦優勝祝賀会

（200名・京都宝ヶ池プリンスホテル）

●7/17 射撃部創部75周年記念式典

（110名・京都タワーホテル）

その他の会

●6/23 All-Rits校友大会実行委員会（33名・ホテルグランヴィア京都）

●6/26 S48年電気卒Bクラス会（20名・嵐山ホテル）

●7/3 清和会（立命館中学校・高等学校同窓会）総会

（230名・京都全日空ホテル）

●7/23 Rits Greaters Society（40名・東京ドームホテル）

●7/24 産社S49年入学Lクラス同窓会（12名・天竺会館）

●8/20 立命生協組織部OB会（20名・ホテル京都エミナース）

●8/24 校友会執行部・学園執行部交流懇親会（20名・ちもと）

●8/28 All Rits Party in Sapporo

（700名・立命館慶祥中学・高校）

●8/28 出町北寮親睦会「北友会」

（45名・石長松菊園）

●9/6 二二専経同窓会学友慰霊碑参拝の旅

（10名・豊川市諏訪墓地）

＊詳しくは校友会ホームページをご覧下さい http://www.ritsumei.ac.jp/mng/al/

【日　時】11月28日（日）10：30～14：00 雨天決行

【会　場】妙心寺山内ならびに京料理萬長

【会　費】5,000円

【内　容】大本山妙心寺、（＊）玉鳳院－開山堂（通常非公開）拝観

萬長にて会食

店主・石谷彰男さんのお話し
「文化としての京料理＆京都歴史回廊の楽しみ方」

会報についての意見交換
＊花園法皇ならびに開山無相大師にゆかりが深く、妙心寺山内でも特に格式が高い塔頭。

【申　込】定員　校友20名（他に広報委員が参加）

氏名・卒年学部・職業・住所・電話番号に加え、「読者の会

申し込み」と明記して、葉書もしくはファクシミリにてお

申し込み下さい。申し込み多数の場合は抽選といたします。

【締　切】10月20日（水）事務局着

今年の「りつめい読者の会」は、本誌4～5ページに掲載の「妙心寺ちいさな旅」に準じ、

非公開塔頭拝観などの魅力をプラスして行います。

「りつめい」読者の皆様と校友会広報委員の、年に一度の交流の場です。

ご一緒に晩秋の京の風情を堪能しましょう。

りつめい読者の会　参加者募集

All Rits Party in Sapporo射撃部創部75周年記念式典

清和会（立命館中学校・高等学校同窓会）総会 産社S49年入学Lクラス同窓会

第2回

立命館大学校友会事務局
〒603-8577 京都市北区等持院北町56－１
Tel. 075-465-8120  Fax. 075-465-8125

申込・
問合先　



じゆうせき�

夏
は
繁
忙
期
で
あ
る
。
梅
雨
の
中
休
み

の
土
曜
の
今
日
、
仕
事
で
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
大
勢
の
子
供
た

ち
や
、
契
約
に
繋
が
る
保
護
者
の
方
と
の

出
会
い
も
あ
っ
た
。

大
学
卒
業
後
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
学
習

塾
経
営
を
始
め
、
こ
の
仕
事
は
五
年
目
に

な
る
。
一
人
一
人
の
子
供
た
ち
や
保
護
者

の
方
々
と
向
き
合
い
、
私
が
彼
ら
か
ら
教

わ
っ
た
こ
と
は
実
に
数
え
切
れ
な
い
。

無
力
な
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
共
に
喜

ぶ
こ
と
。
共
に
葛
藤
す
る
こ
と
。
そ
し
て

ま
た
、
共
に
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
強
い

「
ソ
ウ
ル
」
を
、
常
に
持
ち
続
け
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。

世
間
は
不
景
気
ム
ー
ド
真
っ
只
中
の
頃
、

ア
パ
レ
ル
商
社
を
退
職
し
、
社
会
人
入
学

一
期
生
と
し
て
、
大
学
に
入
学
し
た
。
固

定
さ
れ
た
収
入
と
い
う
も
の
を
一
旦
手
放

し
た
こ
と
で
、
私
は
今
ま
で
失
っ
て
い
た

「
時
間
」
と
い
う
も
の
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
た
。
商
社
時
代
に
は
、
目
に
も
止
め

な
か
っ
た
日
常
の
些
細
な
こ
と
に
も
目
が

い
く
よ
う
に
な
り
、
遠
く
先
の
方
だ
け
で

な
く
、
改
め
て
自
分
自
身
の
「
足
元
」
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
繰
り
返
さ
れ

て
い
く
日
常
と

い
う
も
の
を
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
一
歩
一
歩
丁
寧

に
、
そ
し
て
着
実
に
歩
い
て
い
く
こ
と
が
、

い
か
に
大
切
で
、
い
か
に
有
意
義
な
こ
と

か
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
改
め
て
大
学
時

代
に
実
感
し
た
。

そ
し
て
ま
た
、
私
は
日
常
を
歩
き
出
す
。

保
護
者
懇
談
、
夏
特
…
、
今
年
も
暑
い
。

ア
ツ
イ
っ
た
ら
な
い
。
梅
雨
明
け
間
近
、

私
の
夏
は
続
い
て
い
く
。

「
未
来
を
信
じ
、
未
来
に
生
き
る
」
末

川
総
長
の
言
葉
と
、
父
が
学
園
紛
争
当
時
、

二
部
学
友
会
議
長
と
し
て
平
和
と
民
主
主

義
を
守
る
為
に
活
躍
し
た
事
に
共
鳴
し
、

一
九
九
六
年
四
月
、
二
部
法
学
部
に
入
学

し
た
。
一
八
歳
で
入
学
し
た
私
の
周
り
に

は
社
会
人
入
学
し
た
年
上
の
方
が
多
く
、

基
礎
演
習
な
ど
の
講
義
で
は
社
会
人
と
し

て
の
鋭
い
意
見
な
ど
を
聴
け
た
。「
働
き
な

が
ら
学
ぶ
」、
年
上
の
級
友
の
リ
ア
リ
テ
ィ

あ
る
意
見
に
社
会
人
経
験
の
な
い
私
は
、

目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
思
い
だ
っ
た
。

又
、
私
自
身
、
靴

の
卸
問
屋
や
京
都
中
央

市
場
な
ど
で
働
き
な
が
ら
学

び
、「
働
く
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
」

を
、
ど
う
我
々
が
造
っ
て
い
け
ば
良
い
か

を
考
え
な
が
ら
学
生
生
活
を
送
っ
た
。
勤

労
学
徒
の
為
の
夜
学
と
し
て
誕
生
し
た
立

命
館
、
そ
の
二
部
で
学
べ
た
事
を
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。

現
在
は
県
の
農
業
試
験
場
で
農
作
業
補

助
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。
汗
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
、「
労
働
と
は
」「
働
く
と
は
」

と
自
問
自
答
す
る
毎
日
で
あ
る
。

学
食
の
定
食
四
〇
円
。
下
宿
の
部
屋
代

一
五
〇
〇
円
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
学

生
生
活
を
送
っ
た
。

学
部
で
の
仲
間
に
加
え
、
学
園
ホ
ー
ル

の
ク
ラ
ブ
ボ
ッ
ク
ス
で
出
会
っ
た
仲
間
達

が
い
る
。
戦
後
の
文
化
的
風
潮
を
反
映
し

た
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
＝
異
文
化
へ
の
興
味

関
心
を
求
め
た
文
通
ク
ラ
ブ
の
面
々
だ
。

世
界
・
異
文
化
へ
の
好
奇
心
が
旺
盛
な
仲

間
達
が
各
学
部
か
ら
集
っ
た
。
世
界
に
文

化
交
流
の
仲
間
を
求
め
、
絵
葉
書
・
切

手
・
異
国
紹
介
の
冊
子
を
交
換
し
、
英
語

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
も
交
流
し
た
。
京
都
周

辺
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
若
狭
・
佐
渡
な
ど

で
の
合
宿
旅
行
で
は
い
っ
そ
う
連
帯
感
を

深
め
、
厚
い
友
情
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
夫
々
、
日
本
の
高
度
成
長
期
に

全
力
で
社
会
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
人
間

的
成
長
を
果
た
し
、
い
ま
、
第
二
の
人
生

を
歩
き
始
め
た
。

母
校
の
成
長
と
活
躍
を
校
友
会
誌
や

様
々
の
マ
ス
コ
ミ
で
見
聞
し
、
球
場
へ
応

援
に
行
き
、
共
に
校
歌
・
応
援
歌
を
絶
唱

す
る
。
広
小
路
学
舎
跡
・
衣
笠
学
舎
・
Ｂ

Ｋ
Ｃ
を
見
学
し
、
後
輩
達
と
ふ
れ
合
い
、

ク
ラ
ブ
の
再
起
を
模
索
す
る
。
こ
こ
数
年

は
Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
仲
間
一
〇
人
で
、
今
年
、

ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
旅
し
た
。
文

通
で
異
国
の
文
化
や
景
色
を
貪
っ
た
四
五

年
前
の
情
熱
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ト
レ
ド
、

グ
ラ
ナ
ダ
、
セ
ビ
リ
ア
で
、
そ
し
て
リ
ス

ボ
ン
で
、
其
々
の
ワ
イ
ン
と
ビ
ー
ル
で
再

び
開
花
し
た
。
宿
で
語
り
合
う
人
生
の
喜

怒
哀
楽
、
ワ
イ
ン
に
浮
か
べ
る
更
な
る
夢
。

学
生
時
代
の
熱
き
思
い
が
、
い
ま
も
、
仲

間
の
胸
の
中
に
沸
々
と
燃
え
滾
っ
て
い
る

再
会
の
旅
で
あ
っ
た
。

今
日
の
日
を
終
え
て
思
う
こ
と

岡
田
悦
子
（,
00
文
）

「
労
働
と
は
」

汗
ま
み
れ
で
問
う蓮

佛
一
穂
（,
00
法
）

再
会
の
旅

中
村
和
歳
（,
61
文
）

校友会編集係まで原稿をお寄せください。郵送・FAX・電子メールいずれも可。連絡先は裏表紙をご参照ください。
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八
会
」
は
大
阪
の
八
尾
市
役
所
に
勤
務
す
る
立
命
館
大
学

出
身
者
の
会
で
す
。
ま
ず
、
八
尾
市
の
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
、
本
市
は
大
阪
府
の
中
央
部
の
東
寄
り
に
位
置
す
る
、

面
積
四
一
・
七
一
㎞
、
人
口
が
二
八
万
人
弱
の
市
で
す
。
次
に
、

「
立
八
会
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
八
尾
市
助
役
で
あ
る
佐
々
木
義
次

名
誉
会
長
（
'64
法
）、
総
務
部
長
で
あ
る
原
正
憲
会
長
（
'70
法
）
を

中
心
に
八
尾
市
職
員
四
十
数
名
に
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
は
年
一
回
、
総
会
を
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
五
月
に

校
友
課
の
協
力
を
得
て
Ｂ
Ｋ
Ｃ
見
学
を
行
い
、
そ
の
後
、
雄
琴
温

泉
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
宿
泊
先
で
の
宴
席
は
い
つ
も
の
よ
う
に
先

輩
、
後
輩
の
隔
た
り
も
な
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ

れ
、
特
に
、
昨
年
は
立
命
館
出
身
の
職
員
が
四
名
採
用
さ
れ
、
彼
ら
の
活
躍
も
あ

り
、
楽
し
く
、
ま
た
、
交
流
を
深
め
る
う
え
で
も
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
校
歌
斉
唱
、
エ
ー
ル
に
て
盛
況
の
内
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

会
員
の
所
属
や
立
場
は
様
々
で
す
が
、
立
命
館
出
身
と
い
う
一
点
で
結
び
つ
き
、

ま
さ
に
「
四
海
の
内
、
皆
兄
弟
な
り
」
と
い
っ
た
風
情
で
す
。

母
校
の
躍
進
を
遂
げ
た
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
卒
業

生
と
し
て
誇
り
に
思
い
、
ま
た
、

自
分
た
ち
も
地
方
自
治
の
担

い
手
と
し
て
現
実
の
様
々
な

課
題
に
向
き
合
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
自
覚

と
自
戒
の
念
を
深
く
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
母

校
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
結
び

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
園
了
三
（
'90
法
）
記

「
立

アットホームで
皆兄弟
八尾市役所立八会

BKC見学の折に

形
県
庄
内
地
方
は
、
作
家

藤
沢
周
平
の
出
身
地
で
あ

り
、
そ
の
小
説
に
登
場
す
る
海
坂
藩

の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
自
然
・
文

化
の
豊
か
な
土
地
で
す
。

昨
年
庄
内
に
て
校
友
地
域
懇
親
会
が

開
か
れ
た
事
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
本

年
度
、
奥
山
正
明
県
校
友
会
長
（
'73

文
）
・
県
校
友
会
事
務
局
の
皆
様
の
企
画

に
よ
り
、
庄
内
に
お
い
て
初
の
県
校
友
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
高
杉

巴
彦
立
命
館
常
務
理
事
、
志
垣
陽
校
友
会
事
務
局
長
と
共
に
、
校
友
一
同
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
若
手
同
士
の
つ
な
が
り
も
自
然
と
生
ま
れ
、
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
お
り
ま
す
。

先
日
も
、
若
手
校
友
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
に
別
れ
て
の
ボ
ー
リ

ン
グ
で
楽
し
く
過
ご
し
た
後
は
、
庄
内
校
友
の
筒
井
重
浩
氏
（
'94
経
営
）
が
常
務

取
締
役
を
務
め
る
鶴
岡
市
湯
野
浜
温
泉
の
旅
館
「
龍
の
湯
」
に
て
入

浴
を
満
喫
、
更
に
場
所
を
移
し
居
酒
屋
で
の
懇
親
会
で
和
や
か
に

語
り
あ
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
と
は
会
う
度
立
命
館
情
報
と
思
い
出
話
に
溢
れ
、
話

は
尽
き
ま
せ
ん
。
同
じ
大
学
で
異
な
る
時
間
を
過
ご
し
た
人
間
ど

う
し
が
、
京
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で
は
じ
め
て
出
会
い
交
流
し

て
い
る
縁
を
、
改
め
て
貴
重
に
思
い
ま
す
。

当
会
は
以
後
も
定
期
的
に
会
を
開
い
て
い
き
ま
す
。
京
都
と
庄

内
の
重
な
る
縁
を
大
事
に
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
間
絵
理
奈
（
'97
法
）
記

山

こんな会あります�

庄内で
母校を思い紡ぐ縁
山形県庄内若手校友会

湯野浜温泉龍の湯にて

2
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校友会名 会長名 事務局　 連絡先電話番号

立命館大学北海道校友会 下村　　一 061-1141 北海道北広島市青葉町2－4－1 佐久間恭様方 011-373-0223

立命館大学東北海道校友会 合田　賢二 080-0805 北海道帯広市東五条南10－11 合田賢二様方 0155-23-6453

立命館大学青森県校友会 福島　正雄 038-0012 青森県青森市柳川1－2－97 アルデール柳川713 對馬修治様方 0177-82-8965

立命館大学岩手県校友会 多田　和生 020-0015 岩手県盛岡市本町通1－8－22－907 大橋謙一様方 019-623-6575

立命館大学宮城県校友会 983-0012 宮城県仙台市宮城野区出花2－11－9 仙台ガス(株)内 大沼久明様気付 022-259-5511

立命館大学秋田県校友会 兜森　勲夫 010-0041 秋田県秋田市広面字糖塚110－1ジェネラス広面306 兜森勲夫様方 018-834-6871

立命館大学山形県校友会 奥山　正明 991-0032 山形県寒河江市南町2－3－13 奥山正明様方 0237-86-5215

立命館大学福島県校友会 阿部　治郎 970-8026 福島県いわき市平字六間門15 三村智春様方 0246-24-1386

立命館大学茨城県校友会 木村　幸夫 310-0903 茨城県水戸市堀町2247－8 木村幸夫様方 029-252-8401

立命館大学栃木県校友会 高野　雅文 321-0912 栃木県宇都宮市石井町2860－2 小林睦男様方 028-661-6606

立命館大学群馬県校友会 金子　嘉男 376-0100 群馬県山田郡大間々町516－4 金子嘉男様方 0277-72-1626

立命館大学埼玉県校友会 西垣　義明 343-0023 埼玉県越谷市東越谷9－53 越谷司法ビル　西垣義明様方 048-963-2108

立命館大学千葉県校友会 山本　良夫 273-0005 千葉県船橋市本町7－17－25－502 山本良夫様方 047-422-3270

立命館大学東京校友会 住野　公一 103-0028 東京都中央区八重洲1－3－19 辰沼建物ビル8階　立命館大学東京オフィス気付 03-5204-8611

立命館大学神奈川県校友会 堤　清一郎 226-0006 神奈川県横浜市緑区白山4－23－19 長谷川貞栄様方 045-929-6440

立命館大学新潟県校友会 大西　　淳 951-8006 新潟県新潟市附船町1－4098－8 五十嵐忠明様方 025-224-4829

立命館大学富山県校友会 坪井新一郎 930-0004 富山県富山市桜橋通り2－28 (株)名鉄トヤマホテル営業本部吉野久幸様気付 076-431-2201

立命館大学石川県校友会 加納　　裕 920-0961 石川県金沢市香林坊2－7－15 (株)北陸中日新聞社児玉弘毅様気付 076-233-4643

立命館大学福井県校友会 永多　外男 919-0326 福井県福井市半田町6－14－3 澤田謙三様方 0776-38-2000

立命館大学山梨県校友会 野口　忠蔵 400-8501 山梨県甲府市丸ノ内1－6－1 山梨県男女共同参画課垣内行男様気付 055-223-1757

立命館大学長野県校友会 桑原　政見 390-0805 長野県松本市清水1－6－18 猿田誠様方 0263-36-3455

立命館大学岐阜県校友会 小川　　弘 500-8323 岐阜県岐阜市鹿島町6－27 (株)市川工務店営業技術部折戸優兒様気付 058-251-2240

立命館大学静岡県校友会 野末　威八 420-0886 静岡県静岡市大岩3－24－5－209 野末威八様方 054-245-2874

立命館大学愛知県校友会 三次郎 462-0861 愛知県名古屋市北区辻本通1－21 (株)名古屋冠婚葬祭互助会秘書室気付 052-916-1282

立命館大学三重県校友会 市川　武彦 514-0043 三重県津市南新町16－39 近沢日出夫様方 059-228-5778

立命館大学滋賀県校友会 宗治郎 520-0041 滋賀県大津市浜町1－38 (株)滋賀銀行営業統轄部　　　克彦様気付 077-521-2854

立命館大学京都校友会 布垣　　豊 603-8577 京都市北区等持院北町56－1 立命館大学校友課内 075-465-8120

立命館大学大阪校友会 岡　　泰造 531-8550 大阪市北区本庄東2－3－41 (株)きんでん経営企画室池田芳幸様気付 06-6375-6035

立命館大学兵庫県校友会 大庫　典雄 661-8520 兵庫県尼崎市南塚口町7－29－1 園田学園女子大学校友連携推進室中野友擴様気付 06-6429-9028

立命館大学奈良県校友会 渡辺　申孝 634-0007 奈良県橿原市葛本町841－5 大和写真産業(株)内 阪田光彦様気付 0744-25-8204

立命館大学和歌山県校友会 浦　　哲志 640-8303 和歌山県和歌山市鳴神248－51 山田啓二郎様方 0734-71-4911

立命館大学鳥取県東部校友会 山本　二郎 680-0843 鳥取県鳥取市南吉方2－58 (株)アド・ネットワーク内西垣佳則様気付 0857-29-8211

Prefecture 都道府県校友会

土田�

都道府県校友会・学部校友会連絡先一覧都道府県校友会・学部校友会連絡先一覧

会長死去につき
協議中
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立命館大学鳥取県西部校友会 来間　　廉 683-0037 鳥取県米子市昭和町25－1 サンイン技術コンサルタント(株)内 大野木昭夫様気付 0859-32-3308

立命館大学島根県校友会 坂根　　勝 690-0883 島根県松江市北田町22－3－56 日野雅之様方 0852-31-5225

立命館大学岡山県校友会 龍門　　功 700-0902 岡山県岡山市錦町3－101 (有)天水内守屋博司様気付 086-232-0948

立命館大学広島県校友会 高田　美彦 730-0835 広島県広島市中区江波南1－39－4－201 市村章様方 082-294-8446

立命館大学広島県東部校友会 後藤　克公 729-3102 広島県芦品郡新市町相方470 加富屋(株)内 後藤克公様気付 0847-52-3555

立命館大学山口県校友会 東　　　章 753-0085 山口県山口市新馬場11－1 一の坂GM803 田中勉様方 0839-32-5879

立命館大学宇部小野田校友会 河野　積善 755-8601 山口県宇部市常盤町1－7－1 宇部市教育委員会内森島正信様気付 0836-34-8606

立命館大学徳島県校友会 板東　　夫 770-0925 徳島県徳島市弓町1－8－3－21 板東 夫様方 088-652-8647

立命館大学香川県校友会 村上　良一 761-0104 香川県高松市高松町258－15 田村晴彦様方 087-843-7275

立命館大学愛媛県校友会 渡部　英夫 790-0931 愛媛県松山市西石井2－2－13 岡本正志様方 089-956-6517

立命館大学高知県校友会 堀田　誠一 780-0966 高知県高知市福井扇町6－18 堀田誠一様方 088-824-8434

立命館大学福岡県校友会 清家　邦敏 816-0092 福岡県福岡市博多区東那珂3－6－62 大成印刷(株)内 清家邦敏様気付 092-472-2621

立命館大学北九州校友会 高藤　昌和 800-8550 福岡県北九州市門司区東新町1－1－30 高藤建設(株)内 高藤昌和様気付 093-381-0461

立命館大学佐賀県校友会 中島　欣一 840-2203 佐賀県佐賀郡川副町大字早津江525－1 西村邦彦様方 0952-45-0549

立命館大学長崎県校友会 一瀬　一徳 850-0056 長崎県長崎市恵美須町4－2 (株)長崎ガードシステム内山口孝司様気付 095-825-3795

立命館大学熊本県校友会 吉良　禎人 860-0017 熊本県熊本市練兵町1 財団法人地域流通経済研究所内飯田俊之様気付 096-322-2566

立命館大学大分県校友会 中野　秀勝 879-5531 大分県大分郡挟間町大字谷970 信行様方 097-583-1432

立命館大学宮崎県校友会 道休　邦博 880-0022 宮崎県宮崎市大橋1－199 南 英輝様方 0958-25-9884

立命館大学鹿児島県校友会 松山　　保 890-0052 鹿児島県鹿児島市上之園町18－31 日笠山司法書士事務所内日笠山繁樹様気付 099-285-2533

立命館大学沖縄県校友会 古波倉正松 903-0825 沖縄県那覇市首里山川町1－69 山城孝智様方 098-887-1024

校友会名 会長名 事務局　 連絡先電話番号

立命館大学法学部同窓会 羽賀　　孝 603-8577 京都市北区等持院北町56－1 立命館大学法学部事務室内 075-465-8175

立命館大学産業社会学部リユニオン 都鳥　正喜 603-8577 京都市北区等持院北町56－1 立命館大学産業社会学部事務室内 075-465-8184

立命館大学国際関係学部校友会 林　　夏音 603-8577 京都市北区等持院北町56－1 立命館大学国際関係学部事務室内 075-465-1211

立命館大学政策科学部同窓会 新井　弘徳 603-8577 京都市北区等持院北町56－1 立命館大学政策科学部事務室内 075-465-8166

立命館大学経済学部同窓会 宗治郎 525-8577 滋賀県草津市野路東1－1－1 立命館大学教務センター経済学部内 077-561-3940

立命館大学経営学部校友会 稲岡　典彦 525-8577 滋賀県草津市野路東1－1－1 立命館大学教務センター経営学部内 077-561-3941

立命館大学理工学部同窓会連絡協議会 浅賀　博 525-8577 滋賀県草津市野路東1－1－1 立命館大学教務センター理工学部内 077-561-2625

立命館大学校友会北カリフォルニア支部

立命館大学ロスアンジェルス校友会

立命館テキサス会

立命館大学校友会シカゴ会

立命館ニューヨーク校友会

立命館大学校友会バンクーバー支部

立命館大学英国校友会

立命館大学インドネシア校友会

立命館大学タイ国校友会

立命館大学シンガポール校友会

在韓立命館大学同門会

立命館大学校友会台湾支部

立命館大学香港校友会

立命館大学北京校友会

立命館上海校友会

Overseas branch 海外支部
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わ
が
国
に
お
け
る

Ｍ
Ｏ
Ｔ
人
材
育
成
の
必
要
性

我
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型

の
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却
し
、
新
事
業
や
新
市

場
を
継
続
的
に
創
出
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
型
へ
の
転

換
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
が
国
の
技
術
水

準
の
高
さ
は
世
界
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
技
術
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
世
界
の
評
価

は
極
め
て
低
い
も
の
で
す
（
図
）。
し
た
が
い
ま

し
て
、
高
い
科
学
技
術
の
蓄
積
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
活

か
す
技
術
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
持
っ
た
人
材
の

養
成
は
我
が
国
に
と
っ
て
の
喫
緊
の
課
題
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
う
け
て
、
近
年
、
技
術
経

営
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ：

M
anagem

entofTechnology

）

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
部
科

学
省
は
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
各
大

学
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
」
し
、
経
済
産
業

S P E C I A L 2

特 集 2

経済のグローバル化や国内社会の成熟化など、経済や

社会が歴史的転換期にある中で、産業の空洞化や競争

力低下が進み、国内雇用も停滞するなど、我が国には

克服すべき問題が山積しています。これらの問題を解

決し、経済社会を持続的に発展させていくために、企

業経営や国の政策において、技術力をベースにした戦

略的なマネジメントが求められています。

立命館大学では、60年を超える歴史をもつ理工学系

と、社会科学系、人文科学系教育の蓄積を活かし、こ

れらの社会的課題の解決に貢献するために、「技術の

価値を理解し、ビジネスに結びつける能力―MOT能力」

をもつ人材を育成することを目的とした大学院テクノ

ロジー・マネジメント研究科テクノロジー･マネジメ

ント専攻（修士課程）を2005年4月、びわこ・くさ

つキャンパスに開設します。

立命館大学大学院
テクノロジー・マネジメント研究科長予定者

阿部　惇
Atsushi Abe

Management of 
TechnologyMOT大学院

テクノロジー・
マネジメント研究科

BKCに来春開設

●日本の科学技術に関する国際競争力ランキング�

織畑基一：「ラジカル・イノベーション　戦略：2001.5.14」より作成�
IMD「世界競争力レポート」(1999)より作成�

科学技術�
全体�

研究開発�
の支出�

科学的�
環境�

知的�
財産�

研究開発�
の人材�

テクノロジー�
マネジメント�

ラ
ン
キ
ン
グ
順
位�



25 OCTOBER 2004

省
は
、
二
〇
〇
三
年
度
で
三
五
〇
人
程
度
と
い
う

日
本
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ
人
材
の
輩
出
状
況
か
ら
、
五
年
間

で
一
万
人
の
育
成
体
制
整
備
に
む
け
た
施
策
に

取
り
組
む
な
ど
、
政
府
も
Ｍ
Ｏ
Ｔ
人
材
の
育
成

施
策
を
積
極
展
開
し
て
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
の
特
色

ナ
ノ
テ
ク
、
バ
イ
オ
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
先
端
科
学

分
野
の
発
展
は
、
企
業
の
経
営
戦
略
、
技
術
戦
略
、

知
財
戦
略
だ
け
で
な
く
、
国
の
産
業
・
科
学
技
術

政
策
に
も
大
き
な
変
革
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
分
野
に
お
け
る
研
究
開
発
か
ら
商
品
化
へ
の

ス
ピ
ー
ド
は
加
速
さ
れ
、
技
術
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
専
門
能
力
の
必
要
性
は
高
ま
る
ば
か
り
で

す
。
従
来
の
経
営
手
法
や
経
験
だ
け
で
は
十
分
な

対
応
は
不
可
能
に
な
り
、
理
工
学
系
と
経
営
学
系
、

お
よ
び
理
論
と
実
践
の
融
合
に
よ
る
、
新
し
い
技

術
経
営
手
法
の
確
立
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
工
学
系
教
育
を
受
け
た
人
材
に
対
し
て

も
、
経
営
者
マ
イ
ン
ド
や
起
業
家
マ
イ
ン
ド
な
ど

が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

本
研
究
科
は
、
明
日
を
切
り
拓
く
Ｍ
Ｏ
Ｔ
人
材

の
輩
出
と
、
新
産
業
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出

す
る
社
会
的
基
盤
創
り
へ
の
貢
献
を
最
大
の
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
良
き
教
員
、

良
き
教
材
、
良
き
学
生
が
三
位
一
体
に
な
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
Ｍ
Ｏ
Ｔ
は
実
践
重
視
の
学

問
領
域
で
す
の
で
、
知
識
教
育
と
実
践
教
育
の
融

合
が
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
研
究
科

は
、
一
三
人
の
専
任
教
員
の
半
数
以
上
を
産
業
界

で
の
実
務
経
験
者
で
構
成
す
る
と
同
時
に
、
現
場

の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
実
務
家
を
客
員
教
授

と
し
て
招
聘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
常
に
産
業
界
の

最
前
線
の
課
題
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
た
。

本
研
究
科
は
、「
文
理
融
合
」
の
教
育
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
経
営
の
わ
か
る
技
術
者
」

あ
る
い
は
「
技
術
の
価
値
の
わ
か
る
経
営
者
」
の

育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
理
工
系

学
部
や
経
営
学
部
そ
の
他
の
多
様
な
専
門
性
を
持

つ
学
生
の
他
、
社
会
人
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

ま
た
、
現
場
で
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ
事
例
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
た
教
育
や
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
を
実
践
す
る
場
で
の
体

験
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
「
知
識
と
実
践
の
融
合
」

の
教
育
を
重
視
し
ま
す
。

本
研
究
科
に
は
、
知
識
教
育
と
実
践
教
育
の
融

Management of Technology

実践教育�

知識教育�

ＭＯＴ大学院�
テクノロジー・マネジメント研究科�

�研究・演習科目�

選択科目�

コア科目・展開科目�

実践的知識・スキル�

理論・体系的教育�

経営学部�
経済学部�

産 業 界 �
提携企業�
理工学振興会参加企業�

学内諸機関�
知的財産戦略推進室�
リエゾンオフィス�

ベンチャーインキュベーション推進室�
BKCインキュベータ�

�

● 環境・エネルギー�
�
● 化学・バイオ�
�
● エレクトロニクス�
�
● 機械・ロボティクス�
�
● 建築・建設�
�
● ＩＴ�
�
● マネジメント�
�
�

● 技術を事業の核とする企業の技術者・マネージャー�
● 技術系ベンチャービジネスを実践する起業家�
● ベンチャーキャピタルなどベンチャービジネス支援人材�
● 企業における知的財産専門職・弁理士�
● 新規事業分野の創出を支援するコンサルタント�
● 国家行政機関・地域行政機関において�
　 技術政策、産業政策の策定・実践に携わる公務員　�
● 大学・研究機関の研究者・マネージャー�
�

理工学部�
情報理工学部�

�

実 務 家 �

研 究 者 �

多様な専門分野をもつ�
人材の受け入れ�

�

社会に貢献できるＭＯＴ人材の輩出�

知識教育と実践教育の融合による実践的ＭＯＴ人材の養成�
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合
と
い
う
視
点
か
ら
、「
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ム
（
長

期
実
習
）」
と
い
う
科
目
を
設
定
し
ま
し
た
。
実

務
経
験
を
持
た
な
い
学
生
で
も
、
企
業
内
の
Ｍ
Ｏ

Ｔ
関
連
部
門
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
の
実
習
を
通

じ
て
課
題
研
究
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の

実
践
の
場
で
Ｍ
Ｏ
Ｔ
を
体
験
・
実
践
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。
い
か
に
効
果
的
・
効
率
的
に

技
術
を
活
か
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
で
、
Ｍ
Ｏ

Ｔ
を
学
び
体
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

さ
ら
に
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｔ

人
材
を
育
成
し
、
そ
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
す
る
た
め
に
、
国
内
外
の
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
人
や
経
験
豊
か
な
実
務
家
を
積
極
的
に

招
聘
す
る
等
、「
産
業
界
と
大
学
の
連
携
」
を
視

野
に
い
れ
た
教
育
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

四
〇
社
の
提
携
企
業
や
理
工
学
振
興
会
参
加
の

一
二
六
企
業
、
お
よ
び
学
内
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

室
を
は
じ
め
、
知
的
財
産
戦
略
推
進

室
、
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
、
各
研
究

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携
も
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

社
会
人
の
た
め
の

Ｍ
Ｏ
Ｔ
道
場

立
命
館
大
学
大
学
院
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
（
修

士
課
程
）
は
、
入
学
定
員
七
〇
名
の

独
立
研
究
科
と
し
て
、
学
部
学
生
、

修
士
修
了
生
、
社
会
人
な
ど
多
様
な

人
材
を
受
け
入
れ
ま
す
。
企
業
の
第

一
線
で
活
躍
中
の
社
会
人
で
も
容
易

に
受
講
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

土
曜
日
や
平
日
の
夜
間
に
も
開
講
し

ま
す
。
現
業
を
抱
え
多
忙
な
社
会
人
で
も
現
職
の

ま
ま
で
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
り

現
実
の
課
題
解
決
へ
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
修
士
号
（
技
術
経
営
）
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。
時

間
に
余
裕
の
な
い
現
職
の
社
長
で
も
技
術
経
営
の

修
士
号
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

実
社
会
で
働
い
て
い
る
現
職
社
会
人
向
け
に

は
、
実
務
経
験
の
な
い
学
生
向
け
の
「
プ
ラ
ク
テ

ィ
カ
ム
」
に
代
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
企
業
等
に
お

い
て
現
実
に
抱
え
て
い
る
課
題
を
主
題
と
し
て
も

ら
い
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
過
程
で
、
実
践
・
経

験
を
理
論
化
･
体
系
化
す
る
と
い
う
知
識
教
育
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
人
学
生
が
異
業
種
の
ホ
ッ
ト
な
現

状
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
企
業
等
か
ら
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
聘
し
、
最
先
端
技
術
・
産
業
分

野
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
て
い
た
だ
く
選
択
科
目

な
ど
、
産
業
界
や
学
内
諸
機
関
と
の
連
携
を
重
視

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
ふ
ん
だ
ん
に
採
り
入
れ
ま

し
た
。
異
業
種
で
働
く
学
生
同
士
の
交
流
や
企
業

に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
験
豊
富
な
教
員
に
よ

る
研
究
指
導
は
、
極
め
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｂ
Ｋ
Ｃ
大
学
院
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
７-

５
６
１-

３
４
２
１

最
新
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

http://w
w

w
.ritsum

ei.ac.jp/acd/gr/m
ot/

Management of Technology

MOT分野�
テクノロジー・�
プロセス・�

マネジメント分野�
知的財産�

マネジメント分野�
テクノロジカル・�

アントレプレナーシップ�
&新商品開発戦略分野�

�
技術経営実務分野�

�
�

技術経営戦略分野
�

�

● 設置科目一覧　　　※他に、入門科目、研究・演習科目あり�

コア科目�
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�

�
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技術経営論�
ファイナンス戦略�

�

展開科目�
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マネジメント�
品質マネジメント�
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国際知的財産�
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プロジェクト評価�
�

技術経営組織論�
イノベーション戦略論�
商品・ブランド戦略�
科学技術政策論�

�

�

科学技術分野�

IT分野
�

�

環境エネルギー分野
�

�

ライフサイエンス分野�
�
�

先端技術開発分野�
�

建設・建築分野
�

�
�
�

特殊講義
�

�
�
�

実　習�

選択科目�
IT戦略マネジメント�
ユビキタス技術戦略論�

環境・エネルギー技術戦略�
循環型ビジネス論�

バイオテクノロジー企業戦略�
医療福祉技術戦略�

新素材・マイクロ・ナノテクノロジー企業戦略�
ロボティクス・FA企業戦略�
エレクトロニクス企業戦略�

建設プロジェクト・マネジメント�
都市・地域再生論�

インターナショナル・テクノロジー・マネジメント1�
インターナショナル・テクノロジー・マネジメント2�
インターナショナル・テクノロジー・マネジメント3�
インターナショナル・テクノロジー・マネジメント4�

特殊講義(選択)1�
特殊講義(選択)2�

プラクティカム(長期実習)1�
プラクティカム(長期実習)2

�
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太陽の光を原動力とする手作りソー
ラーカーで国際的なレースにも出場
している8人のチーム「立命館大学
EV－Racing」（BKCプロジェクト
団体）のリーダー、木下さん。たま
たま行った説明会でEV‐Racingに
入り、大学生活のほとんどをソーラ
ーカーの製作に費やすことになった
そう。仲間とともに鉄工所に通い、
プロの厳しい指導を受けながら、一
から自分たちで作ったソーラーカー
は、汗と涙の結晶、こだわらないと
いいものは出来ないと、熱く語って
くれた。このソーラーカーで、この
夏鈴鹿サーキットで行われた
「Dream Cupソーラーカーレース鈴
鹿2004」に出場。健闘した。

なぜEV－Racingに入ろうと思
ったのですか?

新入生のとき、大学生活に残
るものを作りたいと思って、サ
ークルの勧誘が行われるさくら
祭で、モノづくりのサークルを
回っていました。そのとき、燃
料を使わずに走る未来の車、ソ
ーラーカーに興味を持ったんで
す。どうせ作るなら企業が手が
けていない、新しいものを作り
たくて。でも、こんな学生生活
になるなんて思いもしなかった。
活動は週に7日、雨の日も風の日もソーラ
ーカー作りです。

ソーラーカーを学生が作っているなんてす
ごいですよね。

でも入学したてでいきなりは作れませ
ん。知識もないし。栗東のある鉄工所のご
好意で教えてもらいながら作っているんで
す。場所もお借りして、土日祝は鉄工所に
通っています。すごく厳しく鍛えてもらっ
ていて、プロの仕事をしないといけないと、
1回生のときから仕込まれました。僕たち
は勉学の片手間ですから、毎日それをやっ
ている人には勝てない。でも2年が経って、
何があってもへこたれなくなったし、怒ら

れても迅速な行動をとるという教訓も身に
つきました。今度はもっといいもん作って
やろうって。

作業は大変ですか?

すごく忙しいですね。次から次へとする
ことが出てくる。車として普通に走るよう
になることがまず難しいんです。1mm、
2mmの誤差で余計な力が加わってスピード
に耐えられなくなったり。設計が一番大変
ですね。でも、大変なことが設計なら、面
白いことも設計です。実際に車を転がして
ブレーキを踏んで、止まればものすごくう
れしい。「普通のこと」をするのがとてつ
もなく大変、でもできたときはとてつもな
く嬉しいですね。

手作りソーラーカーで国際的なレー
スにも出場されているそうですね!

Dream Cupは国際自動車連盟
(FIA)公認レースで、今年も7/30
～8/1に、鈴鹿サーキットで行わ
れました。社会人の方や、外国
からの参加者もいるんです。レ
ースには最高峰のドリームクラ
ス、中級のチャレンジクラス、
初級のエンジョイクラスの3部門
があり、今年は8時間耐久のチャ
レンジクラスに出場しました。
結果は38周でクラス8位でした
が、7/31の第1ヒートだけをみる
と、台風にもめげず、トップだ
ったんですよ。
ドライバーは、僕と森口君の2
人が交代で務めました。僕たち
の手で一から作った車なんです。
その名も、VI－MANA(ヴィーマ
ナ)。インド神話の太陽で動く神
の船という意味です。白くて丸
みを帯びた形の、汗と涙の結晶
のソーラーカーです。プロの仕
事にはかなわないかもしれない

けれど、ものすごく頑張ってここまで来て
いることを見て欲しいと思いました。協力
してくれる人たちのためにも。

将来はどうなさいますか?

まずは院に行こうと思っていますので、
しばらくはここで頑張ります。ここでの経
験は会社に入っても絶対役立ちますよね。
設計や加工に携わり、新素材の開発とか、
何か革新的なことをしたいです。

取材：初田香織（経済学部4回生）

木下　崇さん
EV‐Racing室長　理工学部3回生

T a k a s h i K i n o s h i t a

未来の車、ソーラーカー作りに
大学生活を捧げた若者達

ときの人

きのした　たかし
理工学部機械工学科3回生　1回生よりBKCプロジェクト団体「EV‐Racing」に所属、その
年の11月から室長を務める。EV-Racingホームページ http://ruls.at.infoseek.co.jp/

ホームページもご覧下さい（毎月2回更新）
http://www.ritsumei.ac.jp/infostudents/index.html
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六
月
一
九
日
、
衣
笠
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
特
別
講
演
会

「
政
治
と
報
道
」
が
行
わ
れ
、
本
学
客
員
教

授
で
あ
る
福
岡
政
行
氏
の
司
会
の
も
と
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
筑
紫
哲
也
氏
と
外
務

副
大
臣
の

逢
沢
一
郎

氏
が
講
演

を
行
い
ま

し
た
。

「
政
治
家
養
成
講
座
」「
報
道
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
講
座
」

特
別
講
演
会
『
政
治
と
報
道
―
外
交
と

メ
デ
ィ
ア
の
現
場
か
ら
―
』
開
催

六
月
二
四
日
よ

り
七
月
二
二
日
ま

で
、
国
際
平
和
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
中
野

記
念
ホ
ー
ル
に

て
、
「
岩
波
フ
ォ

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
完
結
記
念

『
世
界
の
戦
場
か
ら
』
写
真
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
写
真
展
は
、
岩
波
書
店

刊
行
の
報
道
写
真
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写

真
集
『
世
界
の
戦
場
か
ら
』
が
、
二
〇
〇

四
年
六
月
で
シ
リ
ー
ズ
全
一
二
巻
が
出
揃

っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
テ
ロ
・
被
爆
・
自
然
破
壊
・
貧
困
・

難
民
・
女
性
・
子
ど
も
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
の
写
真
と
、
虐
殺
事
件
の
犠
牲

者
の
遺
留
品
な
ど
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

岩
波
フ
ォ
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
完
結
記
念

『
世
界
の
戦
場
か
ら
』
写
真
展
開
催

七
月
九
日
、
立
命
館
学
祖
西
園
寺
公
望

の
自
筆
書
簡
二
八
通
が
、
所
有
し
て
い
た

田
中
家
の
田
中
久
京
都
大
学
名
誉
教
授
・

元
京
都
薬
科
大
学
学
長
か
ら
立
命
館
へ
寄

贈
さ
れ
、
川
本
八
郎
理
事
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
書
簡
の
内
容
は
、

西
園
寺
公
望
が
ド
イ
ツ
公
使
と
し
て
ベ
ル

リ
ン
に
赴
任
し
て
い
た
際
に
、
フ
ラ
ン
ス

公
使
田
中
不
二
麿
を
た
ず
ね
て
パ
リ
へ
行

き
、
そ
の
度
に
須
磨
夫
人
に
日
本
料
理
で

も
て
な
さ
れ
た
こ
と
へ
の
お
礼
状
な
ど
で
、

当
時
の
日
本
外
交
の
舞
台
裏
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
西
園
寺
公
望
書
簡
帳
」

寄
贈
受
け
入
れ
と
感
謝
状
の
贈
呈

七
月
一
四
日
、
図
書
館
三
階
閲
覧
室
に

お
い
て
、「
立
命
館
寮
歌
」
お
よ
び
「
休
道

の
詩
」
の
扁
額
除
幕
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
故
天
野
和
夫

元
総
長
ご
令
室
の

天
野
芳
子
様
の
揮

「
立
命
館
寮
歌
」「
休
道
の
詩
」

扁
額
除
幕
式
典
の
挙
行

キ ャ ン パ ス ト ピ ッ ク ス

衣
　
　
笠

八
月
四
日
、
立
命
館
大
学
お
よ
び
立
命

館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
と
東
西
大
学
校

（
韓
国
）
と
の
協
力
協
定
の
締
結
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
東
西
大
学
校
か
ら
は
、
朴
東

順
総
長
が
出
席
し
「
長
い
歴
史
を
持
ち
、

さ
ら
に
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
を
設

立
す
る
な
ど
世
界
的
な
発
展
を
さ
れ
て
い

る
立
命
館
学
園
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
、
大
変
光
栄
で
す
。
東
西
大
学
校
は
一

九
九
二
年
に
設
立
さ
れ
た
一
〇
年
ほ
ど
の

歴
史
の
大
学
で
す
が
、
韓
国
の
大
学
の
中

で
も
政
府
が
選
定
す
る
主
要
大
学
と
し
て

最
高
の
五
つ
の
分
野
で
選
ば
れ
る
な
ど
、

発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
を
機

会
に
、
韓
国
、
日
本
で
大
き
く
展
開
し
て

い
る
両
校
が
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

大
学
間
の
協
定
と
と
も
に
、
立
命
館
大

学
文
学
部
、
文
学
研
究
科
と
東
西
大
学
校

外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
、
大
学
院
日
本

地
域
学
科
と
の
相
互
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
協

定
の
締
結
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
西
大
学
校
と
協
力
協
定
を
締
結

八
月
二
日
か
ら
六
日
の
五
日
間
、
立
命

館
大
学
言
語
習
得
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｃ
Ｌ

Ａ
…C

e
n
t
e
r

fo
r
L
a
n
g
u
a
g
e

A
c
q
u
is
itio

n

）

主
催
の
「
二
〇

〇
四
年
度
Ｃ
Ｌ

Ａ
英
語
教
育
夏

季
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
講
さ
れ
、

小
・
中
・
高
の
現
職
教
員
約
三
〇
名
が
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
、
修
了

証
書
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
は
、

大
学
が
有
す
る
資
源
を
開
放
し
て
現
職
教

員
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
寄
与
し
た
い
と

の
考
え
か
ら
、
二
〇
〇
二
年
に
「
立
命
館

大
学
英
語
教
育
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
設
、

三
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
ク
ラ
ス
を
増
や

す
ほ
ど
の
活
況
と
な
り
ま
し
た
。

現
職
教
員
の
た
め
の
講
座

Ｃ
Ｌ
Ａ
英
語
教
育
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
開
講

学
校
法
人
立
命
館
は
、
三
月
三
一
日
に

国
際
協
力
銀
行
と
包
括
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
初
の
事
業
の
具
体
化

と
し
て
、
中
国
内
陸
部
人
材
育
成
事
業
の

一
環
で
あ
る
「
中
国
の
大
学
管
理
運
営
幹

部
特
別
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
発
し

ま
し
た
。
八
月
三
〇
日
か
ら
中
国
の
重
慶

市
の
重
点
一
〇
大
学
の
副
学
長
ク
ラ
ス
三

〇
名
を
、
九
週
間
に
わ
た
っ
て
研
修
生
と

し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は

九
月
二
七
日
か
ら
は
Ｂ
Ｋ
Ｃ
、
一
〇
月
一

七
日
か
ら
東
京
、
一
〇
月
二
五
日
か
ら
立

命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
と
場
所
を

移
し
て
行
わ
れ
、

東
京
で
は
、
国
際

協
力
銀
行
や
文
部

科
学
省
に
よ
る
講

義
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

重
慶
市
の
大
学
幹
部
特
別
研
修
を
実
施
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毫
が
完
成
し
た
も
の
で
、
こ
の
二
つ
の
扁

額
が
、
学
生
諸
君
の
勉
学
の
励
み
に
な
れ

ば
と
い
う
趣
旨
で
、
図
書
館
の
閲
覧
室
に

掲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
三
一
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
に
お
い
て
「
立
命
館
　
小
学
校
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、「
こ
れ
か
ら
の
小
学
校
教
育

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
―
人
格
形
成
と
確
か

な
学
力
づ
く
り
の
た
め
に
―
」
を
テ
ー
マ

に
、
百
ま
す
計
算
や
『
本
当
の
学
力
を
つ

け
る
本
』
な
ど
の
著
書
で
有
名
な
広
島
県

尾
道
市
立
土
堂
小
学
校
校
長
の
陰
山
英
男

氏
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
一
〇
月

一
六
日
（
土
）、

脳
科
学
の
分

野
か
ら
教
育

の
あ
り
方
を

提
案
す
る
東

北
大
学
教
授
の
川
島
隆
太
氏
を
迎
え
て
衣

笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
す
。

立
命
館
　
小
学
校
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
生
き
る
力
と
学
力
づ
く
り
」
開
催

JUNE-AUGUST.’04

六
月
二
五
日
、
ロ
ー
ム
記
念
館
大
会
議

室
に
て
、
文
部
科
学
大
臣
河
村
建
夫
氏
を

招
い
て
特
別
記
念
講
演
会
「
二
一
世
紀
初

頭
の
日
本
の
大
学
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｂ
Ｋ
Ｃ
開
学
一
〇
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
会
場
に

は
二
〇
〇
名
近

い
聴
講
者
が
訪

れ
ま
し
た
。

Ｂ
Ｋ
Ｃ
開
学
一
〇
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

特
別
記
念
講
演
会
「
二
一
世
紀
初
頭
の
日
本
の
大
学
は
い
か

に
あ
る
べ
き
か
」
開
催

立
命
館
大
阪
オ
フ
ィ
ス
講
座
を
開
講

七
月
一
三
日
、

ロ
ー
ム
記
念
館

大
会
議
室
に
お

い
て
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究

科
設
置
特
別
企

画
第
一
回
Ｍ
Ｏ

Ｔ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
立
命
館
の
目
指
す
Ｍ
Ｏ
Ｔ
教
育
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
理
工
学
部
教
授
で
あ
り
、

松
下
電
工
株
式
会
社
顧
問
の
阿
部
惇
氏
が
、

二
〇
〇
五
年
度
四
月
開
設
予
定
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ

大
学
院
に
つ
い
て
紹
介
し
、
続
い
て
技
術

経
営
研
究
所
代
表
取
締
役
で
あ
る
宮
正
義

氏
が
、
企
業
の
求
め
る
人
材
に
つ
い
て
説

明
を
し
ま
し
た
。

第
一
回
Ｍ
Ｏ
Ｔ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
立
命
館
の
目
指
す
Ｍ
Ｏ
Ｔ
教
育
」
開
催

八
月
四
日
、
防
災
シ
ス
テ
ム
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
起
工
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
地
上
四

階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
五
千
㎡
の
建
物

で
、
二
〇
〇
五
年
三
月
竣
工
予
定
。
中
に

は
防
災
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
各
種
の
実
験

室
、
研
究
室
な
ど
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

防
災
シ
ス
テ
ム
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

建
築
工
事
起
工
式
挙
行

B
K
C

附
属
校

各
オ
フ
ィ
ス

リ
カ
レ
ン
ト
学
習
を
志
す
社
会
人
の

方
々
を
対
象
と
し
た
「
立
命
館
大
阪
オ
フ

ィ
ス
講
座
」
を
、
今
年
度
も
九
月
一
五
日

か
ら
三
月
二
三
日
ま
で
立
命
館
ア
カ
デ
メ

イ
ア
＠
大
阪
で
開
講
し
ま
す
。
今
年
は
身

近
な
話
題
を
わ
か
り
や
す
く
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
の
先
生
方
に
講
義
を
し
て
も
ら
う
予

定
で
す
。
全
日
程
の
参
加
で
な
く
て
も
受

講
が
可
能
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
阪
オ
フ
ィ
ス

（
電
話

０
６
‐
６
２
０
１
‐
３
６
１
０
）

ま
で
。

七
月
一
七
日
、
京
都
・
ま
い
づ
る
立
命

館
地
域
創
造
機
構
（
全
国
初
と
な
る
地
域

発
「
大
学
連
携
セ
ン
タ
ー
」
の
中
心
組
織
）

の
開
所
式
が
、
舞
鶴
市
西
総
合
会
館
に
て

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
や
関
係
者
な
ど

約
一
〇
〇
名
が
出
席
し
て
、
同
機
構
の
開

設
を
祝
い
ま
し
た
。

大
学
連
携
セ
ン
タ
ー
　

京
都
・
ま
い
づ
る
立
命
館
地
域
創
造
機
構
　
開
所
式

ほか
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ホッケー部女子　初の大学日本一

全日本大学王座決定戦　優勝
（6/18～20 長居球技場）

立命館大学は、山梨学院大学を3－1で破り

初優勝しました。積極的なディフェンスで相

手の攻撃を封じ、攻めては敵陣の端から放つ

セットプレーのPC（ペナルティコーナー）

から全得点を挙げるなど山田雅哉監督（'79

経営）の戦法が的中。選手のフィットネスは、

最後まで落ちることなく、努力の跡をうかが

わせる快勝でした。

また、2年連続の優勝をめざしたホッケー部

男子は、決勝で天理大学と対戦。スコアは同

点でしたがPS（ペナルティストローク）が

3ー4となり惜敗、連覇はなりませんでした。

カヌー部　インカレ総合優勝

全日本学生カヌー選手権大会　男子総合優勝
（9/1～5 琵琶湖漕艇場）

カヌーの学生選手権（インカレ）男子総合で、

3年ぶりに優勝を飾りました。女子部門は、

健闘したもののリレー種目での失格が響き、

総合3位でした。

連覇を狙う大正大学と王座奪回に燃える立命

館大学が序盤から激しく優勝を争いました。

カヤック競技の優位で勢いにのり、カナディ

アン競技でも最終種目の1万メートルでポイ

ントをあげるなど、吉井直宏監督（'92経済）

が「選手自らが運営や能力向上について考え

過酷な練習に耐えて努力した結果」と称える

ほど、総力を尽くしての総合優勝でした。

準硬式野球部　インカレ準優勝

全日本大学準硬式野球選手権大会　準優勝
（8/13～17 水戸市民球場ほか）

この大会、本学準硬式野球部が50年ぶりに

決勝戦へ進出しました。決勝戦では3－4と

東海大学に惜敗し、念願の初優勝とはならな

かったものの、年1度の舞台で立命旋風を巻

き起こしました。なお、大会終了後、5名の

選手が全日本選抜メンバーに選ばれました。

弓道部

全日本学生選手権
（8/9～12 日本武道館ほか）
女子団体　ベスト8
女子個人　3位　松山奈々代（法2）

ゴルフ部

日本女子学生ゴルフ選手権
（8/25～27 兵庫県ABCゴルフ倶楽部）

2位　香山麻央（法3） 2位

関西学生選手権
（8/5～6 兵庫県鳴尾ゴルフ倶楽部）
優勝　香山麻央
5位　杉原良実（経営4）
6位　藤井一世（経営1）

男子ソフトボール部

全日本大学ソフトボール選手権大会　3位　

軟式野球部

全日本大学軟式野球選手権大会　4位

ボート部

合宿所新築工事起工式を挙行

7月17日、立命館大学体育会ボート部の合

宿所新築工事起工式が、大津市玉之浦の建設

予定地で行われました。挨拶で川本理事長は、

「再度の日本一達成を期待する!」とボート部

員を激励し、出席していた部員たちは決意を

新たに飛躍を誓っていました。

ボート部は、2006年に創部60年を迎えま

す。エイト競技での全国制覇からは、1976

年のインカレ優勝以降遠ざかっていますが、

復活が期待されています。

高校野球京都府大会準々決勝
兄弟対決は立命館高校に軍配

立命館3－2立命館宇治

立命館高校は、積極的なバッティングで試合

の主導権を握りました。三塁までランナーを

進めても犠打を控えてヒッティングを選択。

一時は2点のリードを奪う展開となりまし

た。立命館宇治高校は好打が再三野手の正面

を突くなど不運も重なって後手をとり、9回

表で1点差に追いついたものの後が続かずゲ

ームセット。立命館高校は23年ぶりに京都

府ベスト4に進出しました。

●学生のスポーツ＆イベント

フレー!
フレー!

男子カヤックフォア1000m優勝　
鈴木/佐藤/大村/奥田の各選手

附属校のスポーツ�

問い合わせ先：スポーツ強化センター�

スポーツ�

ボールをキープして前進する岡田祐子主将
この大会のMVP

大会を通して打率5割の成績を残した
4番南部巨宏選手
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立命館慶祥高校ラグビー部
全道大会出場決定!

9月4日に行われた全国高等学校ラグビーフ

ットボール大会北海道札幌支部予選の3位決

定戦で、立命館慶祥高校は札幌南陵高校を

21－10で破り、全道大会への初出場を果た

しました。同校ラグビー部は、今夏、北海道

北見市で合宿を行い、立命館大学のブラッド

リー・ジョンストンヘッドコーチ（元イタリ

ア代表監督）や北川有広コーチ（元NEC）

らの指導を受けていました。

考古学研究会　
嵯峨野地域の集大成論文発行

考古学研究会は7年前からフィールドワーク

として測量・踏査を行ってきた嵯峨野地域の

群集墳についての調査

結果を集大成論文とし

て発行しました。

集大成論文には、本

学考古学研究会が定

めた古墳の認定基

準による分布調査

の結果と、そこで特定された古墳の測量調査

結果を掲載しています。測量調査は専門の機

械を用いて長時間に及んで行われ、その等高

線であらわした資料は客観的で非常に重要な

データとなっています。

衣笠、BKCの学生サークルが
地域の子供と交流

8月28日から29日にかけて、立命館大学

BKCエポック立命21で、「立命の家2004

～ようこそ!科学と英語の世界へ～」が開催

されました。科学体験教室を行う企画で、今

年で4回目の開催。運営の全てを実行委員会

の学生が担い、RCC（立命館コンピュータ

クラブ）、飛行機研究会、ロボット技術研究

会、草津天文研究会、ESS（英語研究会）、

音響工学研究会、物理科学研究会が参加し、

各領域で個性豊かな実演を披露。当日は計

53名の小学生と保護者の参加がありました。

また、8月30日、衣笠キャンパス学生会館

では、陶芸部、手話サークル歩む会、天文学

研究会の合同企画「星を見よう!陶芸をしよ

う!手話をしよう!～夏休み最後の思い出を立

命館大学で～」が開催されました。天文研究

会が毎年地域の小学生を集めて行っている

「地域観望会」に、かねてから地域の子ども

たちとの交流を企画していた陶芸部と手話サ

ークル歩む会が合流したもので、当日は約

20名の小学生が参加しました。

応援団吹奏楽部　

全日本吹奏楽コンクール関西代表校として
全国大会に出場決定

8月22日、関西吹奏楽コンクール（関西吹

奏楽連盟、朝日新聞社主催）大学の部が行わ

れ、立命館大学応援団吹奏楽部が金賞を受賞

し、創部初の関西代表校に選出されました。

応援団吹奏楽部は、応援活動に取り組むとと

もに、全日本吹奏楽コンクール金賞を目指し

てきました。関西から全国大会へは2校の枠

しかなく、今年度はお盆休みを返上して強化

合宿を行った成果が実りました。

〈今後の予定〉

全日本吹奏楽コンクール大学の部

10/30（土）東京文化会館

GO! GO! Ritsumeikan

敵ボールスクラムからのディフェンス
黄色と紺の横縞が立命館慶祥高校

嵯峨野地域の集大成論文

手話講座の様子

●アメリカンフットボール部

10/ 2（土）13：40 同志社大学 宝が池球技場

10/17（日）11：00 関西大学 王子スタジアム

10/31（日）13：40 関西学院大学 神戸ユニバー

11/14（日）11：00 近畿大学 西京極陸上競技場

11/28（日）13：40 京都大学 西京極陸上競技場

●硬式野球部

10/ 3（日）10：00 関西学院大学 南港中央

10/ 5（火）12：30 関西学院大学 南港中央

10/24（日）13：00 同志社大学 西京極球場

10/25（月）17：30 同志社大学 西京極球場

●サッカー部

10/ 3（日）14：15 阪南大学 西京極補助運動競技場

10/16（土）14：15 大阪体育大学 長居第2陸上競技場

10/23（土）14：15 桃山学院大学 橿原公苑陸上競技場

10/31（日）14：15 関西学院大学 太陽が丘B

11/ 3（水）11：45 同志社大学 長居第2陸上競技場

11/ 6（土）11：45 大阪学院大学 西京極補助運動競技場

11/20（土）11：45 近畿大学 長居第2陸上競技場

●ラグビー部

10/ 3（日）14：00 関西学院大学 花園ラグビー場

10/10（日）12：15 龍谷大学 鶴見緑地

10/17（日）12：15 天理大学 天理親里競技場

10/24（日）12：15 京都産業大学 宝が池球技場

10/31（日）12：15 近畿大学 宝が池球技場

11/ 7（日）14：00 同志社大学 宝が池球技場

11/14（日）14：00 大阪体育大学 長居第2陸上競技場

【秋のリーグ戦予定】

問い合わせ先：学生センター�

文化・芸術�
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I N F O R M A T I O N

校友会・グループ 日 時 会 場 問い合わせ先

＊京都はミュージアムの数はそう多くはないが、

寺社などの宝物館も含めると、街中がミュージア

ムといえると思う。ある博物館の方もそういって

おられたので、ますます確信した。他都市に比べ

て、元来新らしもの好きの京都人気質を反映して

か、新しい試みの企画に挑戦したり、独自のこだ

わりをもつところも多いようだ。特集の京都歴史

回廊にある「きぬかけの路」なども実に風光明媚

で、歴史的遺産も多い地域。とりわけ立命館には、

「国際平和ミュージアム」もあり、豊富な戦時下の

資料が揃っている。

展示室の『無言館』コーナーには、戦時中亡くな

った学生達の美術品を収蔵。戦争を通して平和の

意味を問いかけている。

暑い夏、オリンピックも終わった。いまも国際紛

争は続いている。秋は、長考の時間も必要だ。（祐）

＊7月21日、天神さんにての取材（本誌6ページ）。

私には天の声とも地の声とも聞こえた「篳篥」の

音。昔の人が、大自然に触れてかきたてられたイ

マジネーションを音色として結実させたものだと

信じて止みません。

さて時を越えた音色に及ばぬ私事。遅まきながら

ネットに嵌っています。東京の校友のみならず、

見ず知らずの方とも、やり取りが花盛りです。そ

こでは言葉が枯れたり、壊れている場面にも出会

いますが、取捨選択に注意し、匿名性を越えた時

点で思わぬ収穫があります。親交が深まれば新し

い情報の交換に厚みと温もりが加算されます。五

十路を過ぎて手にした新しいツール。仕切り直し

と目論んだ今年、これはいかなる実を結ぶのか。

楽しみです。 （オ）

＊あなたが卒業したキャンパスは何処ですか？

広小路? 衣笠? BKC? いまや、校友の学んだキャ

ンパスは、APUや附属校も含めると、あちこちに

あります。今後の校友会活動は視野を広げること

が要求されますね。

さて、今回は衣笠地域からの魅力発信の企画です。

特集記事「京都歴史回廊を行く―衣笠キャンパス

界隈ちいさな旅」では、世界に誇る日本の歴史遺

産に囲まれたこの衣笠で、若い校友と学生が文化

遺産や伝統工芸、京料理に触れ、この地域の奥深

さをあらためて知りました。

第2回「りつめい読者の会」はこの特集記事から、

小さな｢日帰り旅｣を企画しました。大本山妙心寺、

山内寺院を拝観し（雲龍図、日本最古の梵鐘など

も拝観できますよ）、京料理を堪能したいものです。

参加希望者はぜひお申込を。 （Kaz）

Rits ちば校友の集い(千葉県校友会総会) 10/ 2(土)15：00 船橋グランドホテル 島田　元泰 047(395)7604

土木40の会 10/ 9(土)18：00 平安会館 老田　　勝 06(6319)6575

建設会総会 10/16(土)13：30 BKCローム記念館 BKC環境都市系事務室 077(561)2666

宮城県校友会総会 10/23(土)17：00 仙台エクセルホテル東急 大沼　久明 022(259)5511

山口地区校友会総会　 10/23(土)17：00 翠山荘　 田中　勉　 083(933)4015

機友会滋賀県支部総会 10/23(土)13：30 BKCコアステーション BKC機械システム系事務室077(561)2668

和歌山県校友会総会 10/26(火)18：00 ホテルグランヴィア和歌山 山田啓二郎 0734(71)4911

京都校友会総会　 10/30(土)13：00 ホテルグランヴィア京都　 校友課　 075(465)8120

All-Rits 立命館校友大会 10/30(土)17：00 ホテルグランヴィア京都 校友課 075(465)8120

Rits Greaters Society 11/ 5(金)18：30 東京ドームホテル 東京オフィス 03(5204)8611

経済学研究会OB会総会 11/ 6(土)14：00 BKCエポック21 井関　　諭 075(711)6817

福岡県校友会総会 11/11(木)18：30 ホテルシーホーク 清家　邦敏 092(472)2621

鳥取県東部校友会 11/12(金)18：30 白兎会館 西垣　佳則 0857(29)8211

宇部小野田地区校友会総会 11/13(土)18：00 堀辺旅館 森島　正信 0836(34)8606

男子ソフトボール部OB会総会 11/13(土)18：00 京都タワーホテル 和気　浩行 075(491)6828

立命館宇治高校同窓会 11/14(日)16：00 京都タワーホテル 立命館宇治中・高 0774(41)3000

福井県校友会総会 11/20(土)16：00 福井厚生年金会館 澤田　謙三 0776(38)2000

機械工学科S43卒業生同窓会 11/20(土)17：30 ホテルニューサイチ 酒井　達雄 077(561)2745

愛知県校友会総会 11/27(土)17：20 名鉄グランドホテル 林　　幸雄 052(937)7881

産業社会学部創立40周年式典＆記念企画 12/ 4(土)13：30 立命館大学衣笠キャンパス 産業社会学部事務室 075(465)8185

東京校友会総会 12/ 4(土)13：00 虎ノ門パストラル 東京オフィス 03(5204)8611

●校友会・グループ インフォメーション

BOOKS 校友会へご恵贈下さいました本の中から
紹介させていただいております。

◆美山の文化財を守る会（会
長：中野文平氏（'56文））編著
『 心 の ふ る さ と
美 山 の 文 化 財 』
美 山 町 教 育 委 員 会 発 行

◆田中富夫氏（'67文）著
『歌集　曠野の柘榴』
青 磁 社 ＊ 2 5 0 0 円

◆勇　知之氏（'69経済）著
『 熊 本 城 攻 撃
西 南 戦 争 の 明 暗 』

『夢追い剣　羊飼い』

『 俺 は 清 正 　 男 の
生 き 様 一 代 記 』
も ぐ ら 書 房 ＊ 各 9 5 3 円

◆伊吹　梢氏（'82法）著
『光と闇と風の少年』
文 芸 社 ＊ 1 8 0 0 円

◆藤原緋沙子氏（'01文）著
『 恋 椿 　 橋 廻 り 同 心
・ 平 七 郎 控 』
祥 伝 社 ＊ 6 0 0 円

●名刺広告勧誘について
新聞・雑誌等の、立命館大学に関す
る企画広告・名刺広告には、大学な
らびに校友会は一切関与しておりま
せん。

【お詫びと訂正】
りつめい7月号（No.217）の下記
の項目に誤りがありました。
ここに訂正してお詫びいたします。

ｐ.32 校友消息　
褒章2004年春分　
藍綬褒章
（誤）
山田信之氏（'48専法経）
（正）
山田信之氏（'51経済）

電話による個人情報照会に
ご注意下さい

「立命館大学校友会」の名を語り、皆

様のご自宅あるいはご実家に電話を

かけて「名簿作成のため」等の理由

を述べ、住所・勤務先等の個人情報

を聞き出そうとする事例が発生して

います。業者によるものと思われま

すので十分にご注意下さい。

当会では、原則として電話による照

会は行っておりません。また校友の

皆様の現況調査代行を業者に依頼す

ることは一切ございません。

● 校友消息（判明分）

叙　勲　2003年秋分
瑞宝小綬章
松田至弘氏（'51法）
元大阪府豊能府民センター所長

叙　勲　2004年春分
朝広広志氏（'56法）
元公立中学校長

受　賞
松田十四夫氏
（理工学部教授・'63理工）
2004年度日本分析化学学会
学会功労賞

武田美保氏（'99産社）
米田容子氏（'02経営）
北尾佳奈子氏('04経営)
アテネオリンピック・シンク
ロナイズドスイミング
銀メダル

就　任
市田忠義氏（'67法）
参議院議員

岡田　広氏（'69産社）
参議院議員

角野八郎氏（'61理工）
前田道路(株)副社長

石丸国昭氏（'65経済）
戸田建設(株)取締役

増田久次氏（'66理工）
前田道路(株)専務取締役

吉本喜博氏（'69法）
(株)中央倉庫　専務取締役

訃　報
水上　勉氏（立命館名誉館友）
9月8日ご逝去。85歳。

高橋俊朗氏（'62法）
（大分県校友会副会長）
8月28日ご逝去。66歳。

編 集 室 か ら

「りつめい読者の会」
参加者募集

本誌4・5ページで紹介している、
妙心寺周辺のちいさな旅を、あな
たも体験してみませんか。

11月28日（日）開催

貴重な文化財の拝観、美味しい京料

理に楽しいお話。京の晩秋のひとと

きを楽しくご一緒に。

※詳しくは18ページをご覧下さい。

価 格 は 本 体 価 格 で す 。
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